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面積…26.44k㎡

人口…118,920人（前月比-88）

　男…  57,024人

　女…  61,896人

世帯…  48,641　　

　（平成22年3月31日現在）
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市章は“羽”の文字を抽象的に図案化し、シンプル
に表現したもの。鳥のはばたきのような市の雄飛と
発展性を示しています。

表紙上部の写真は4/2に市役所南側にオープ
ンした「親子ふれあい広場」にて遊ぶ子どもた
ちです。中段左側：4/1に供用開始した「市道
羽曳が丘西34号線」 中段右側：4/1に供用開
始した「恵我之荘駅前オープンスペース」
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　一人ひとりが人間として幸せに生きるために、生まれながらに持っ
ている固有の権利を人権といいます。「職業選択の自由」「幸福を追求
する権利」「教育を受ける権利」などの基本的人権は、憲法で保障さ
れています。
　５月３日の憲法記念日を中心とする一週間（５月１日～７日）は憲
法週間です。
　だれもが平等で明るく幸せに暮らせる社会を築くためにお互いの人
権を尊重し、憲法の精神を守り育てましょう。

 5 月 1 日から 7 日までは
「憲法週間」です

～考えよう　相手の気持ち　
　　　　　育てよう　思いやりの心～

〇街頭啓発・人権コーナーの開設

　羽曳野市人権啓発推進協議会委員が「人権」の大切さを伝えながら、
啓発物品をお配りします。また、人権の大切さを理解してもらうため、
“人権コーナー”を開設します。
　　・街頭啓発
　　　と　き：5月5日（祝）9時30分頃～
　　　ところ：峰塚公園（市民フェスティバル会場内）
　　・人権コーナー
　　　と　き：5月5日（祝）10時～15時
　　　ところ：峰塚公園（市民フェスティバル会場内）

〇特設人権相談の開設

　毎日の暮らしの中で起こるさまざまな人権問題の解決を図るため、
市内の人権擁護委員が相談に応じます。
　　①と　き：5月5日（祝）10時～12時・13時～15時
　　　ところ：峰塚公園（市民フェスティバル会場内）
　　②と　き：5月14日（金）14時～16時
　　　ところ：市役所別館３階会議室
　　　　　　　　　　　人権推進課　【内線1053・1054】

《憲法週間の行事》

市では、憲法週間に街頭啓発、特設人権
相談などを実施します。

みんなで築こう　人権の世紀



3−はびきの　2010.5.1−



4 −はびきの　2010.5.1−



5−はびきの　2010.5.1−



6 −はびきの　2010.5.1−



7−はびきの　2010.5.1−

6月 1日は人権擁護委員法が施行された日です

羽曳野市人事異動
部長級（４月１日付け）

生活環境部長兼危機管理室長（市長公室理事）東野　恭知
教育次長（保健福祉部長兼福祉事務所長）高崎　政勝
保健福祉部理事（部長事務取扱い）兼福祉事務所長（生涯学習室長（副理事））柳橋　信夫
保健福祉部理事兼保険健康室長（理事）（保健福祉部保険健康室長（副理事））樽井　市治
都市開発部理事（都市開発部副理事）北野　博己
議会事務局長（理事）（議会事務局長（副理事））太田　祥
学校教育室長（理事）（大阪府教育委員会）戸川　好延

（３月31日付け退職者）

麻野　佳秀（生活環境部長）
真銅　孝次（教育次長）
安部　孝人（学校教育室長（理事））

「子ども手当」が 平成 22 年 4 月からはじまりました。

①本年 3 月まで児童手当を受給していた方
⇒新たな手続きは必要ありません（自動的に切り替え
ます）
⇒ただし、新たに子ども手当の対象となる中学2・3年
生の兄弟がいる場合等には「額改定認定請求書」の

本年4月から子ども手当制度が始まりました。子ども手当は、次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを社会全体で
応援する制度です。

「子ども手当」ってどんな制度？

「子ども手当」の手続きは？

・子どもを養育している方は、中学校を卒業するまでの
子ども1人につき、月額13,000円（平成22年度）
を受給できます。所得制限はありません。

・子ども手当は、住所地の市区町村で受給資格を認定し、
　6月・10月・2月に前月分までをお支払いします。

＊�子ども手当の受給資格者は、子どもを監護し、かつ、生
計を同じくする父または母です。
   父母に養育されていない子どもについては、子どもを監護    
   し、かつ生計を維持する方が受給資格者となります。

　提出が必要です。

②本年 3 月まで児童手当を受給していない方
⇒「認定請求書」が必要です。必要な書類を添付して
申請してください。

★�請求書の提出が必要な受給予定者の方（①および②の
方）には、関係書類を郵送しています。ご記入の上、
返送または窓口に提出してください。

（届いていない場合は子育て支援課までご連絡ください）

③本年４月以降に出生や転入があった方
⇒出生・転入の手続き時に「認定請求書」または「額
改定認定請求書」を提出してください。

　　公務員の方は、勤務先での手続きとなりますので、
　　勤務先にご確認ください。 

　　ご不明な点がございましたら、子育て支援課までお
　　問い合わせください。

　人権擁護委員は地域の中で人権思想を広め、人権侵害が起
きないように見守っています。
　法務局では毎年６月１日を「人権擁護委員の日」と定め、
人権擁護委員による相談活動などを行っています。
　もし、自分の人権が守られていない、改善してほしいと感
じたら ､ご相談ください。相談は無料で、秘密は厳守します
ので気軽にご利用ください。

○特設人権相談を開設します
時間　６月1日㈫10時～12時・14時～16時
場所　市役所別館３階会議室
（直接会場へお越しいただくか、電話でご連絡ください。）

6月 1日は人権擁護委員法が施行された日です

氏　名 住　　所 電　　話
羽曳野市在住の人権擁護委員

問合せ　人権推進課　内線1053

～人権擁護委員は法務大臣が委嘱した地域のボランティアの人たちです～

問合せ　子育て支援課　内線1222
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国 民 健 康 保 険国 民 健 康 保 険 人間ドックのご案内
生活習慣病の予防・早期発見・治療のため国民健康保険被保険者の方に年 1 回人間ドックの助成を行っています。

( 下記の条件を満たしている人が対象となります )
①国民健康保険被保険者証の交付を受けて6カ月以上経過している人
②受診時、満35歳以上 74 歳以下で内臓疾患の治療を受けていない人。
③現年および過年の国民健康保険料を完納している人
④人間ドックは特定健診と同時実施しますので、40歳以上の方が同一年度内に受診できるのは、
特定健診か人間ドックのどちらか一方です。（すでに特定検診を受診された方は人間ドックを受
けられません）
⑤特定保健指導期間中（6カ月間）は国保人間ドックを受診できません。

基 本 検 査   人間ドック（人間ドックのみ受診はOK。オプションのみの受診は出来ません）
オプション　脳ドック (MRI・MRS)・レディースドック (乳癌・子宮癌 )

概ね受診希望月の２カ月前までに保険年金課（１階③番窓口）へ申し込んでください。支所では
取り扱っていません。
必要なもの－被保険者証・印鑑・特定健診受診券（40 歳以上の方）

（注）
①「特」は 40 歳以上の
方の特定健診と同時実施
の金額です。
②オプションの脳ドック
とマンモグラフィ検査に
ついては医療機関により
曜日や年齢に制限があり
ます。

受 診 対 象 者

受 診 種 目

受 診 受 付

受 診 機 関

お問い合わせ　  羽曳野市役所　保険年金課　℡０７２－９５８－１１１１（内線１７６１）

今年度より弁天町にある多根クリニックが新たに加わりました。

実施機関名
人間ドック 脳ドック レディースコース

検査曜日 自己負担金 検査曜日 自己負担金 乳　　癌 子宮癌

城山病院 木　　/午前 12,600円
特 11,313円 月水金土 /午前 6,300円

藤本病院 木・金 /午後 11,970円
特 10,683円 金　　/　午後 6,930円

豊川病院 月～金 /午前 11,970円
特 10,683円

阪南中央病院 月～金 /午前 12,000円
特 10,713円 月～金 /　午前 9,000円 超音波1,110円

ﾏﾝﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 1,590～1,110円 960円

ＰＬ病院 月～土 /午前 13,230円
特 11,943円 月～土 /　午前 9,450円 超音波　945円

ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 945円 945円

みどり健康管理
センター 月～金 /午前 13,545円

特 12,258円 月～金 /　午前 7,245円 超音波1,41７円　木曜日
ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 1,417円（水・木・金）

630円
水・木

松原徳洲会病院 月～土 /午前 11,400円
特 10,113円 月～土 /　午前 7,500円 超音波　0円 (基本検査に含む )

ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 1,500円 600円

ベルクリニック 月　～　土 12,600円
特 11,313円 月　～　土 9,450円 超音波1,890円

ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 1,260円 945円

多根クリニック 月～土 /午前 12,600円
特 11,313円 月　～　土 9,450円 超音波1,575円

ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 1,575円 787円

近畿健康管理
センター（KKC） 月　～　金 11,970円

特 10,683円 月　～　金 13,500円 超音波2,010円
ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 2,220円 1,980円

「倒産・解雇などによる離職（特定受給資格者）」や「雇い止めなどによる離職（特定理由離職者）」をされた方へ

平成 22（2010）年度から国民健康保険料が軽減されます。
　対象者は？
　離職の日の翌日から翌年度末までの期間において、
①雇用保険の特定受給資格者 (例 :倒産・解雇などによる離職）

②雇用保険の特定理由離職者 (例 :雇い止めなどによる離職）

  　　　　　　　　　　　　　として失業給付を受ける方です。
※�雇用保険受給資格者証に記載されている離職コードにより対象者となる
か判断されます。

　軽減額は？
国民健康保険料は、前年の所得などにより算定されます。軽減

は、前年の給与所得をその30/100とみなして行います。

※�具体的な軽減額などは、直接窓口または電話にてお問い合せ
ください。

軽減期間は？
離職の翌日から翌年度末までの期間です。

※雇用保険の失業等給付を受ける期間とは異なります。

※�国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引き続き対象

となりますが、会社の健康保険に加入するなど国民健康保

険を脱退すると終了します。

制度が始まる前の失業は対象外ですか？
制度が始まる前１年以内（平成21(2009)年 3月31日以降）

に離職された方は、平成22(2010)年度に限り国民健康保険

料が軽減されます。
※������ただし、平成21(2009)年度の国民健康保険料は対象となりま
せんのでご了承ください。

「（注）届出には雇用保険受給資格者証が必要です。また、届出書に
資料として雇用保険受給資格者証のコピーを添付いたしますので、
必ずご持参願います。
※仮算定時期の申請は保険料を推計するうえで、所得の把握をさせ

※軽減を受けるには届出が必要です。制度の詳しい内容は、市役所の保険年金課にお尋ねください。
ていただく必要がありますので、昨年中収入の確定申告書の控（市・
府民税申告書の控でも可）または源泉徴収票と認印もご持参いただ
きますようお願いします。※高額療養費などの判定基準も変更と
なる場合があります。」	
市役所本庁　保険年金課　１階　３番窓口
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医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
1 アンジュクリニック 936-1212 23 丹比荘病院 955-4468
2 上嶋クリニック 958-7733 24 調子医院 952-3150
3 江口クリニック 950-5580 25 土屋医院 957-1001
4 江藤クリニック 956-8881 26 寺田内科 957-6811
5 大塚医院 956-0130 27 豊川病院 939-8561
6 おとのクリニック 931-2001 28 仲谷・飯山クリニック 939-0450
7 加藤医院 953-5901 29 なわクリニック 958-2014
8 亀山クリニック 931-2055 30 埴生診療所 953-0885
9 かわばた医院 950-3700 31 ひきまクリニック 950-4880
10 貴志クリニック 958-9062 32 福岡医院 956-3027
11 北川内科クリニック 938-6528 33 藤野整形外科 955-0188
12 倉岡医院 954-3294 34 藤野放射線科 938-5050
13 坂本医院 956-0207 35 藤本病院 958-5566
14 坂本クリニック 958-7270 36 ぶどうの家診療所 950-0155
15 さとうクリニック 950-6656 37 ますだ整形外科クリニック 957-6815
16 四天王寺悲田院診療所 956-2985 38 松谷整形外科クリニック 950-2377
17 島田病院 953-1001 39 向野診療所 938-6226
18 しまだ耳鼻咽喉科 954-3301 40 森クリニック 930-2755
19 しもと医院 955-1661 41 ヤスダクリニック 950-4433
20 城山病院 958-1000 42 山蔭医院 956-0080
21 高村病院 939-0099 43 山田クリニック 953-0121
22 たてやまクリニック 955-3005 44 山本内科クリニック 958-1567

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
1 青山病院 953-1211 21 そごうクリニック 931-0005
2 市立藤井寺市民病院 939-7031 22 園部医院 937-2600
3 池田医院 955-0720 23 竹口クリニック 930-5600
4 うえた内科医院 936-0088 24 辰巳医院 939-8081
5 内本外科内科診療所 955-2111 25 ときよしクリニック 952-8607
6 エノキ医院 938-0638 26 鳥居医院 955-0268
7 岡田医院 952-1550 27 長崎医院 955-7070
8 数尾診療所 955-4768 28 ナワタクリニック 953-0666
9 可児医院 955-1847 29 西村クリニック 952-8460
10 きしだ内科 955-8220 30 はまぐち内科クリニック 931-2727
11 北村外科内科クリニック 938-1700 31 平松産婦人科クリニック 955-8881
12 久保医院 955-1220 32 福田医院 955-0657
13 黒川クリニック 931-0800 33 藤田内科医院 954-7707
14 くろだ内科クリニック 936-8810 34 船内クリニック 955-0678
15 小林クリニック 952-5181 35 松青会 松田医院 939-4307
16 米谷医院 955-8002 36 松田クリニック 931-5551
17 佐井胃腸科肛門科 937-2029 37 三根医院 955-1524
18 清水医院 955-1206 38 宮原内科医院 953-5387
19 白江医院 955-0545 39 元村医院 955-0240
20 白川医院 955-0703 40 森川医院 939-5888

41 山鳥医院 954-8168

５月 10 日から特定健康診査がはじまります

　５月から、特定健康診査・特定保健指導が始まります。特定
健康診査は、メタボリックシンドローム（内臓脂肪型肥満）に
着目した内容の健診です。40歳以上の国民健康保険加入で受診
対象の方には保険年金課より受診券を順次郵送します。（自己負
担金は1,000円です）

羽曳野市特定健診・生活機能評価実施医療機関 藤井寺市特定健診・生活機能評価実施医療機関

自分ではなかなか気づかない生活習慣病を特定健診で早期
に発見しましょう！

要支援・要介護認定を受けていない 65歳以上の方につい
ては生活機能評価（介護予防健診）を同時に実施します。介
護保険被保険証を提示して、特定健診と同時に受診してくだ
さい。（生活機能評価は国民健康保険の特定健康診査と同時で
のみ受診できます。）実施医療機関は次表のとおりです。
※特定健診を受診時は国民健康保険と介護保険の２枚の被保
険者証と特定健診の受診券が必要です。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　※必ず両方持っていってください。

健診内容：�基本チェックリスト（25項目の問診）・血液検査・心電図検査等
受診期間：5月10日～平成23年3月31日
持参するもの：介護保険被保険者証（オレンジ色）
健診実施医療機関：羽曳野市・藤井寺市の健診実施医療機関
 （下の国保記事羽曳野市および藤井寺市の表をご覧ください）

特定健康診査のご案内

　対象者：羽曳野市にお住まいの65歳以上の方
 　 （要支援・要介護認定を受けている方は除きます）
※各医療保険者が実施する特定健診・後期高齢者医療広域連合が実施
　する健康診査・健康サポート健診と同時に受診できます。

　　お問い合わせ　高年介護課 地域包括支援室（内線 1380）

１．目的
　この制度は代理人や第三者による請求に基づいて住民票の写
し、戸籍謄抄本などを交付したとき、事前に登録した人にその
事実を通知し、不正請求を抑制する効果を期待するものです。
２．施行日　平成22年6月1日
３．制度の流れ（登録から通知、証明までの流れ）　
　　　①事前登録・・・・・・・・・・・・・・・通知を希望する人が事前に登録
　　　②代理人・第三者請求に基づく交付・・・・住民票の写し等の請求があれば審査のうえ交付
　　　③交付事実の通知・・・・・・・・・・・・事前登録者に、交付した事実を通知
　　　④交付事実証明書（希望する場合）	・・・・  証明が必要であれば申請により証明書を交付

４．登録ができる人
　羽曳野市に住民登録をしている人
　羽曳野市に本籍がある人
５．登録期間・必要書類
　登録した日から１年間（継続の場合は再度の申請が必要です。） 
　

６．通知内容
　事前登録を行った人の住民票の写し等を本人の代理人および
第三者に交付した場合にその事実のみを通知します。
　◎通知の対象となる証明書（住民票の写し等）
    ①住民票の写し等（消除された住民票を含む。）
    ②住民票記載事項証明書　
    ③戸籍附票の写し (消除された戸籍附票を含む。)
    ④戸籍謄本及び戸籍抄本（全部事項証明書及び個人事項証明書）(除かれた戸籍を含む。）
    ⑤戸籍記載事項証明書（一部事項証明書）（除かれた戸籍を含む。）

７．交付事実証明書
　住民票などを代理人・第三者に交付した事実の証明が必要な
場合は、住民票等交付事実証明申請書に交付事実通知書と本人
確認書類（運転免許証・パスポート・住民基本台帳カードなど）
を添えて申請してください。（証明発行手数料200円が必要です。）
　◎証明できる事項
　　①交付日　　②交付種別（戸籍謄本など）
　　③交付部数　④請求種別（代理人請求・第三者請求）

                　　　　お問い合わせ　市民課　（内線 1610）

本人の場合　 本人確認書類（運転免許証・パスポートなど）
代理人（請求をできる人から委任を受けた人）の場合 委任状など
法定代理人の場合 資格を証明する書類

お問い合わせ　  羽曳野市役所　保険年金課　℡０７２－９５８－１１１１（内線１７６１）

４０歳以上の国民健康保険に加入している方へ

　　羽曳野市本人通知制度について（6 月から第三者への住民票などの交付に係る「本人通知制度」が始まります）

～ 65 歳以上の国民健康保険に加入している方へ～

「生活機能評価は介護予防のための健診です。要介護状態にならないために生活機能評価を受診して介護予防に取り組みましょう」

～生活機能評価「介護予防のための健診」が始まります～
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水道メータの横にある止水栓を止め、羽曳野市指定工事店に修理依頼してください。
※修理個所がメータより内側の宅地内の場合（蛇口等除く）、水道料金の減免制度が適用される場合もあります。
ご不明な点がございましたら、水道局までお問い合わせください。

道路～水道メータの間で水が漏れているときは・・・

宅地内で水が漏れているときは・・・
水道局まで連絡してください。水道局または委託業者が修理対応します。

パイロット

簡単な宅内の漏水発見方法

家庭内のすべての蛇口を止めた後、
水道メータのパイロットが回ってい
る場合は、漏水しています。

「めっちゃおいしいやん！おおさかの水」
【問合せ：水道局】
☎ 958-1111  ・  ﾌｧｸｽ 958-0494
URL（http://www.city.habikino.osaka.
　　　  jp/info/057/index.html）

「 宅 地 防 災 月 間 」 － 5 月 1 日～ 5 月 31 日－

5 月は ｢ 宅地防災月間 ｣ です。
　宅地災害は、いったん起こると家屋や家財、ときには尊い人命にかかわることにもなりかねません。　
造成中の急斜面、無理な積み方をした石垣、風化の著しい崖面などは、長雨、大雨などにより思わぬ災害を引き
起こすことがあります。
　「宅地防災月間」は、大雨が予想される梅雨期を前に、宅地造成工事などによって起こる崖崩れや土砂の流出
による災害発生を未然に防ぎ、宅地災害をなくそうという目的で実施しております。

　ご家庭でも、これを機会に宅地災害を未然に防止する
ための必要な点検をお願いします。次のような点につい
て自宅の周辺を点検し、早急に適切な処置をすることが
必要です。 
1．�石垣、擁壁等に亀裂などは入っていませんか、また
割れ目から地下水がしみ出していませんか。

2．�石垣、擁壁等の水抜き穴からうまく水が流れ出てい
ますか。 

3．地盤は沈下していませんか。 

4．排水のための溝に泥などがつまっていませんか。
　なお、大阪府建築指導室が発行している ｢石積み・ブ
ロック積みよう壁の自己診断マニュアル ｣には、点検方
法など具体的に記載しています。マニュアルは大阪府建
築指導室ウェブサイトに掲載していますのでご利用くだ
さい。
　宅地防災に関するご相談は、大阪府住宅まちづくり部
建築指導室建築企画課（☎06-6944-6809（直通）)
または羽曳野市建築指導課 (☎ 958-1111) まで

柏 羽 藤 環 境 事 業 組 合 か ら の お 知 ら せ
　柏羽藤環境事業組合のごみ焼却工場 ( 柏羽藤クリーンセンター）などから排出される排ガス中のダイオキシン類濃度
の平成２1 年度測定結果を次のとおりお知らせします。

※�１ng（ナノグラム）は、
10億分の１ｇです。
※�１pg（ピコグラム）は、
１兆分の１ｇです。
※TEQ（毒性等量）：ダイ
　オキシン類には210種
　類の異性体をもつ化合物
　群があり、そのうち毒性
　があるとみなされてい　
　るのは29種類です。こ
　の内で最も毒性の強い　
　２，３，７，８-TCDD( 四
　塩化ジベンゾパラジオキ

測定箇所 排出基準 測定結果 採取日 測定機関
柏
羽
藤
ク
リ
│
ン
セ
ン
タ
│

排
ガ
ス

１号炉
1 ng-TEQ/㎥N以下

0.036   ng-TEQ/㎥N H21. 7.14
帝人エコ・サイエンス
㊟ダイオキシン類対策特
別措置法施行令により、
薬剤処理する場合は基準
適用外とされています。
（当組合は薬剤処理をして
います。）

２号炉 0.032   ng-TEQ/㎥N H21. 7.28
３号炉 0.039   ng-TEQ/㎥N H21. 6.30

焼
却
灰

１号炉
（埋立基準）

3 ng-TEQ/ｇ以下

0.012   ng-TEQ/ｇ H21. 7.14
２号炉 0.017   ng-TEQ/ｇ H21. 7.28
３号炉 0.013   ng-TEQ/ｇ H21. 6.30

ダスト処理灰 ㊟ 1.9     ng-TEQ/ｇ H21. 6.30

下水道放流水 10 pg-TEQ/ℓ以下 0.000077pg-TEQ/ ℓ H21. 7. 1 帝人エコ・サイエンス

雁
多
尾
畑

最
終
処
分
場

処 理 水 10 pg-TEQ/ℓ以下 0.000083pg-TEQ/ ℓ H21.11. 6

帝人エコ・サイエンス
地
下
水

観
測
井
戸

上　流
1 pg-TEQ/ℓ以下

0.63    pg-TEQ/ ℓ H21.11. 6

下　流 0.061   pg-TEQ/ ℓ H21.11. 6

シン )の毒性を１とし、他のダイオキシン類の仲間の毒性の強さを換算した毒性等価係数 (TEF)を用いてダイオキシン類の毒性を足
し合わせた値を毒性等量 (TEQ)として用います。
 　市民の皆様には今後ともごみの減量にご協力くださいますようお願いします。

水道局からのお知らせ
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クリーンピア２１フィットネスクラブでは、現在「春のキャンペーン」を実施しております。
※クリーンピア21　春のキャンペーン※

入会金　100％ OFF 平成22年
5月31日まで

この機会にぜひ、ご家族・お
友達を誘ってご来館ください。

一般受講生（8 回レッスン制会員）も募集中
☆ 3カ月8回レッスン　　4,200円（消費税込み）
☆ 平日10時～17時のレッスンスケジュールを見て、
　受講する曜日・時間を自由に選択できます。
　(※ フラダンス会員のみ日時指定。)
☆ 【NEW】平日18時以降および土日の会員もございます。

フラダンス

太極拳 24 式・42 式

ヨ　ガ

エアロビクス

ＮＥＷ

キッズ会員募集中！！ ＮＥＷ

キッズジャズキッズジャズジュニアクラス水泳教室ジュニアクラス水泳教室
入会金　無料（平成 22 年 5 月末まで）
入会者全員に水泳キャッププレゼント☆

対象　小学 1 年生～
曜日　木曜日
時間　17：45 ～ 19：00

詳しい内容につきましては、スタッフま
でお問い合わせください。
春のクリーンピア21で、新しいことは
じめませんか？スタッフ一同、皆様のお
越しを心よりお待ちしております。
クリーンピア21　　
羽曳野市川向27番地　TEL975-2580

ギャラリーはびきの

ギャラリーはびきの

畑田家住宅（登録有形文化財）を一般公開 !

一般公開
平成11年 6月に国の有形文化財に
登録された畑田家住宅は、羽曳野市
郡戸の旧家で、田の字型の主屋や長
屋門とそれに続く2棟の蔵や納屋な
どは明治時代の屋敷構えの趣きをよ
く残しています。この貴重な文化財
を一般に公開しますので、奮ってご
参加ください。
日時　5月23日㈰ 10時30分～12時
参加　往復はがきに ｢一般公開 ｣、住
所・氏名・年齢・参加人数を明記し、
〒583-8585羽曳野市教育委員会社
会教育課文化財担当へ 
問合せ　社会教育課文化財担当（4480）

絵画フォーラム
　見たものを描く喜び
　　　新制作協会会員
　　　宝塚大学講師　中村貞夫氏
絵を描くことの好きな方は勿論、あ
まり経験のない方、絵は苦手と思っ
ていられる方も大歓迎です。大人、

 同時開催：絵画フォーラム「見たものを描く喜び」　
子ども、年令を問いません。どうぞ
ご参加ください。
当日は①ミニ講義：見ることについ
て（30分）②スケッチ、着彩－畑田
家住宅の内外（120分）
③講評（30分）
写生・着彩用具、スケッチブック、
画板等はお持ちください。なお、画
用紙（四つ切）は用意しています。

日時　5月23日㈰
　　　13時30分～16時 30分
定員　先着40人
参加　往復はがきに ｢絵画フォーラ
ム ｣、住所・氏名・年齢・参加人数
を明記の上、〒583-8585　羽曳野
市教育委員会社会教育課文化財担当まで
※一般公開も希望の方は同じはがき
にお書きください。
費用  無料
問合せ先　畑田家住宅活用保存会
　　　　　当主：畑田耕一
　　　　　℡ :072-762-7495

畑田家住宅へのご案内
　　　所在地　羽曳野市郡戸470
　　 　℡ : 072-955-4101
交　通
近鉄南大阪線恵我ノ荘駅から南へ徒歩30
分／近鉄南大阪線河内松原駅から近鉄バス
平尾行きに乗車、郡戸 (こうず )バス停下
車徒歩3分／近鉄南大阪線河内松原駅ある
いは藤井寺駅からタクシー15分

－深めませんか・・・介護の絆－　羽曳野市家族介護者教室　参加者募集
　あたたかい心が通う介護のために、介護を必要とする
方、介護をする方、それを見守る地域の方などが、それ
ぞれ「介護」について理解を深め、つながりあい、絆を
深めていただく講座です。
　本講座は、市内の在宅介護支援センターやグループホ
ーム事業者の企画提案に基づき、市と事業者が協働で開
催します。（今年度は約 40 回行う予定。順次お知らせ
します。）身近な地域での介護講座にご参加ください。

テーマ：認知症の基本理解講座と相談会
日　時：5月21日㈮　13:00～15:30
内　容：�認知症の原因や症状等、基本的なことを学ぶ講

座です。また、講座後には相談会を開催し、講
座の質疑や認知症介護相談などを行います

講　師：認知症キャラバンメイト・介護支援専門員
費　用：無料
場　所：東部コミュニティセンター（石川プラザ）
申込み：グループホーム　みやび☎950-0382
　　　　定員になりしだい締め切ります

主催：畑田家住宅活用保存会
協賛：大阪大学総合学術博物館
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10：00～11：30

10：00～12：00

17日㈯

22日㈯

7日㈬

13：00～15：30

24日㈪

15日㈮

10：30～11：30

7月1日㈬

絵本のへや＜絵本・紙芝居＞

10：00～16：00

24日㈬

26日㈬

10：00～11：00

15：30～16：30

「第12回 クリスマスお楽しみ会」 
・こどもたちによる楽器演奏やペープサート
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　
などお楽しみいっぱい！みんな遊びにきてね！

*お知らせ*　12月30日～1月4日まで休館日です。

６月
19日㈪

毎週土曜日

10：30～11：30

9：30～11：00

31日㈯

14：00～16：00

＜自由教室＞プラバン
だれでも参加できます。みんなで作りに来てね！

9：30～11：30

10：00～16：00

10：30～12：00

「第10回児童館まつり」　6月7日（土）　13時～15時30分  
場所・・・児童館ひろば(雨天決行)　みんなあそびに来てね！

〔トライルーム〕うえきばち作り
1～3年生対象 定員先着20人
申し込み受付 5/15～5/21　（電話のみ）

14：30～16：30

〔チャレンジルーム〕七宝焼きにチャレンジ！
材料費：300円 (当日持参)
猫のブローチを作ります。
4～6年生対象 定員先着15人
申し込み受付 5/15～5/21 （電話のみ）

『絵本のへやフェスティバル』
保護者による手作りの大型ペープサート、パ
ネルシアター、スポンジシアターなどができ
ました。楽しいお話しや手遊びがいっぱい！
みんな来てね！

9：30～11：30

10日㈪

10：30～11：30

お茶の練習(1回目)

お茶の練習(3回目)

＜自由教室＞おもしろ年賀状
みんな作りに来てね！

10：00～16：00

14：00～15：00 ＜健康スポーツ＞グラウンド・ゴルフであそぼう （雨天中止）児童館のひろばでします。みんなおいで～！
※お茶を持ってきてください。

31日㈪

＜体験教室＞グラスリッツェン （1回目）
材料費：100円 （当日持参）
ガラスのお皿に模様を描きます。
4、5月の2回コースです。どちらも参加できる方
（2回目の日時は、1回目にお知らせします)
5、6年生対象 定員先着10人
申し込み受付 4/17～4/23 （電話のみ）

＜健康スポーツ＞卓球であそぼう
誰でも自由にあそべるよ～！

「新春こま回し大会」
みんなでこまを回して遊ぼう！手のせ、つな
わたりにちょうせんしてみよう！

＜わくわく子育てひろば＞ 
みんなであそぼう
こいのぼりを作ります。みんな来てね！

＜健康スポーツ＞
グラウンド・ゴルフであそぼう （雨天中止）
児童館のひろばでします。みんなおいで～！
※お茶を持ってきてください。

〔わくわく子育てひろば〕作ってあそぼう！10：30～11：30

★5月の主な行事予定

絵本のへや　
ふく話じゅつ師さんがやって来るよ！
みんな来てね！

絵本のへや　＜おはなし1.2.3＞

29日㈯

9：30～12：00

〔伝承あそび〕　将棋であそぼう
はじめての人もおいで～

将棋であそぼう　はじめての人もおいで～

将棋であそぼう　はじめての人もおいで～

第3回　春休みお楽しみ会
マリオネット鑑賞とビンゴゲームをします。
あそびに来てね！

●所 在 地
●開館時間
●休 館 日
●利用対象
●月～土曜

●申込受付

翠鳥園2-9-101　ＴＥＬ，ＦＡＸ 957-4900
９時～１７時３０分
日曜・祝日、１２月３０日～１月４日
小学生と保護者同伴の３歳以上の幼児
健康スポーツ・レクリエーション（室内・外）
を行っています。
電話での受付は、申込み日の朝９時からです。

けいたいミラーを
　　　デコってみよう

読んでみませんか？読んでみませんか？ ～新刊案内～～新刊案内～

4月  4日㈰　陵南の森図書館　　　15時
4月11日㈰　陵南の森図書館   11時（赤ちゃんから）
4月13日㈫　丹比図書館　　　　　10時
4月14日㈬　東部図書館　　　10時30分
4月17日㈯　陵南の森図書館　　　15時
4月18日㈰　陵南の森図書館　　　
　11時（赤ちゃんから）、11時３０分（少し長いおはなしを聞ける子向き）
4月24日㈯　丹比図書館　　　10時30分
4月24日㈯　羽曳が丘図書館　　　15時
4月25日㈰　陵南の森図書館　　　15時
4月4日、11日、18日、25日の各日曜日
　　　　　　中央図書館　　各15時

お は な し 会お は な し 会

Ｋ２登山に失敗し、
パキスタンの山
村で助けられた
一人の青年。彼は
いつか恩返しを
すると誓い、やが
て村々に女学校
を作る活動を始
めます。

             グレッグ・モーテンソン／他著 
 

                     　
　
 

遺伝子・ＤＮＡのすべて
　
夏　緑／著　　童心社

テスの木
      

スリー・カップ・オブ・ティー

11月30日㈰

遺伝子工学の基礎
から最先端の情報
までを、豊富な図
版とイラストでわ
かりやすく解説し、
子どもから大人ま
でが楽しみながら
学べる一冊です。

昨秋、惜しまれな
がらユニフォーム
を脱いだ元・阪神
タイガースの赤星
外野手による手
記。引退を決意す
るまでの思いや、
チームへの愛が綴
られています。

テスは自分の庭
にある、古くて大
きな木が大好き
でした。でも突然、
お別れの日がや
ってきます。切り
倒された木のた
めにテスがした
ことは…。

決断

※図書館は日曜・祝日も通常どおり開館しています。

年末年始の休館日年末年始の休館日

12月30日㈬・1月4日㈪

※12月16日から29日までの期間中は、おひとり
10冊・３週間まで借りていただけます。（ＣＤ・ビデオ
は本とは別に１点ずつ・３週間の貸出となります）

2月28日㈰

今月の休館日今月の休館日

青少年センター図書室が６月４日オープンします
休館中の古市図書館の代替施設として、６月４日（水）より
青少年センター図書室がオープンします。
児童書約１万５千冊を所蔵しており、他の図書館資料のお取
り寄せもできますので、どうぞご利用ください。
開館時間　１０：００～１７：００
休館日　　月・火曜日　毎月末日

ブックステーションはびきのコロセアム　☎937-7210(火・木・金曜日　13時30分～16時30分）　　ブックステーション野々上東　☎950-5501（月・水・金曜日　13時30分～16時30分）
ブックステーション青少年児童センター　☎952-0032（月～土曜日　9時～17時）　　青少年センター図書室　☎958-0050（水～日曜日　10時～17時）

秋の読書講演会
テーマ　「子どもの成長と学校図書館」
講　師　竹内悊（たけうちさとる）氏（日本図書館協会顧問）
日　時　11月14日（金）午後1時30分～3時30分
場　所　Ｌｉｃはびきの視聴覚室
定　員　70人（先着順）
　　参加される方は中央図書館までお申し込みください。
　　（電話可☎950-5501）

※12/16～29の期間中は、1人10冊・3週間の貸出
となります。
（ＣＤ・ビデオは図書とは別に1人各1点です）

クリスマス会
12/20㈯　午後２時～　丹治はやプラザ
12/21㈰　午後３時～　中央図書館
歌とおはなしがいっぱいの、図書館のクリスマ会。
サンタさんも登場予定です

今月の休館日今月の休館日

5月31日㈪

赤星　憲広／著　集英社

新春・こどもかるた大会新春・こどもかるた大会
蔵書点検にともなう休館のお知らせ
市立図書館では、蔵書点検および資料の整理等を
行うため、次のとおり休館させていただきます。
☆陵南の森図書館、羽曳が丘図書館、青少年セン
ター図書室、ブックステーションはびきのコロセアム
の休館
　5月20日㈭～5月24日㈪、5月30日㈰～31日㈪
☆中央図書館、東部図書館、丹比図書館の休館
　5月25日㈫～5月31日㈪
なお、下記の期間中は、各館でおひとり10冊まで（Ｃ
Ｄ・ビデオは図書とは別に計２点）借りていただけま
すので、どうぞご利用ください。
[10冊貸出実施期間]
陵南の森図書館、羽曳が丘図書館、5月6日㈭～5月19日㈬
中央図書館、東部図書館、丹比図書館、5月11日㈫～5月24日㈪

※図書館は月末日を除き日曜・祝日も通常どおり開館しています。

　
藤村　奈緒美／訳　
サンクチュアリ・パブリッシング

　
ブロウヤー／作

　
レイノルズ／絵　

なかがわ ちひろ／訳
　
主婦の友社

5月2日㈰　陵南の森図書館  15:00

5月9日㈰　陵南の森図書館  11:00（赤ちゃんから）

5月11日㈫丹比図書館　　   10:00

5月12日㈬東部図書館　　   10:00

5月15日㈯陵南の森図書館   15:00

5月16日㈰陵南の森図書館   

　11時（赤ちゃんから）11時30分（少し長いお話を聞ける子向き）

5月22日㈯丹比図書館　　  10：30

5月29日㈯羽曳が丘図書館  15：00

5月9日、5月16日、5月23日の各日曜日　

　　　　　　　　　　15：00（中央図書館）

〔体験教室のお知らせ〕
茶道に入門！ 
１月のお茶会に向けて、礼儀・作法を習います。5月～ 1月の計
12回コースです。
1回目：5/15 ( 土 ) 9時 30分～11時 30分 ( 顔合わせ )

6月からの練習日（土曜日の9時 30分～11時 30分）は、
後日お知らせします。
教材費（お抹茶・お茶菓子）：1000円（初日持参）
4～6年生対象  定員先着3人
申し込み受付 5/1～ 5/14 （電話のみ）
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はびきの市民大学を職員と一緒になって支える「市民
スタッフ」というボランティアさんを募集しています。
詳しくは、はびきの市民大学事務室 (072-950-5503)
までご連絡ください。

災害緊等急時の水道水     災害等緊急時の水道水

　羽曳野市水道局では、災害などの緊

急時に市の中部地域の給水強化および

給水拠点として、藤井寺市と相互に応

援給水するための『緊急連絡管』を接

続し、3月26日に竣工しました。

　これは平成20年 8月20日に交わさ

れた『緊急連絡管に関する協定』に基

づくもので、災害等緊急時に近隣市町

村が相互に連携して水道水の安定供給

を図る目的で行われたもので、松原市・

太子町に次いで藤井寺市とは2カ所目

となります。　　

　　《緊急連絡管設置場所》
　　　　　羽曳野市軽里3丁目地内　　　

　　　　　　　（藤井寺市青山2丁目）

ボランティア募集
●講座グループ
→�講座がスムーズに進行するためのお手伝いをしています。

活動内容は講座の準備・ビデオ撮影・資料配布・受講カ
ードの回収などです。

●記録グループ
→�「はびきの市民大学」学生通信を年 2 回発行しています。

講師や受講生へのインタビューも行います。
●情報グループ
→ �LIC はびきの 2 階の学習情報室で、来訪者への各種案内

をしています。また、機材の貸し出しやパンフレットの
補充・講義ビデオの録画ダビングなどを担当しています。

●介助グループ
→�小さいお子さんをお持ちの方や身体介助の必要な方、

そんな方のために安心して市民大学を利用して頂ける
ように ､ 介助を担当しています。

☆希望される時間や曜日はご相談ください☆

≪はびきの市民大学≫
〒 583-0854 羽曳野市軽里 1-1-1 LIC はびきの内
TEL 072-950-5503 ／ FAX 072-950-5650
E-mail shimindaigaku@minorinosato.com

　　～藤井寺市とは 2 カ所目となる
　　　　　　　『緊急連絡管』を接続～

の安定供給に向けての安定供給に向けて

平成 22 年度　新規採用職員紹介

市民の皆様の身近な存在と
なれるように、毎日、笑顔
でがんばります。
　　　　　 市民課

　戸谷　泰子

羽曳野市が住みよい街となる

よう、これからの街づくりに
一生懸命がんばります。

高年介護課
細田　健一郎

生まれ育ったこの羽曳野の
ために全身全霊、魂を込め
て職務を執行していきます。

地域包括支援室
松田　宏之

「全ては羽曳野市のために、
羽曳野市民のために」をス
ローガンにがんばります。

建築指導課
渡瀬　尚紀

市民の皆様にとって、より
居心地の良い街になるよう
一生懸命がんばります。

政策推進課
池田　洋平

　下水道は、衛生的で快適な生活環境を確保す
ることや川や海などの水質保全のために必要な
ものです。現在、羽曳野市の下水道整備は皆様
のご理解とご協力のもと約75％まで進めること
ができました。また、下水道の普及促進のため
供用開始以来21年間、人件費をはじめ経費の
削減に努め、下水道使用料の値上げをせず運営
してまいりましたが、現在の使用料収入では経
費をまかないきれないため市税で補っている状
況です。これは、市の財政を圧迫していること
だけでなく、下水道を使用されていない人たち
との公平性が保たれていない状況でもあります。	

　今後も、一層の経費の削減に努めてまいりま
すが、下水道普及に伴い増加する施設の維持管
理費や借入金の返済等により財政状況はますま
す厳しくなるものと見込まれます。このような
状況を改善し、下水道事業の経営健全化を図る
ため、平成21年 12月議会において平成22
年10月1日から3カ年にわたり段階的な使用
料の改定（値上げ）について可決されました。	
　皆様には、ご負担をおかけすることとなりま
すが、効率的な事業運営に努めてまいりますの
で、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

○水量（汚水排除量）の決め方					  
　■水道水を使用する場合：水道水の使用水量を汚水排除量とします。
　■水道水以外 (井戸水等 )を使用する場合：利用状況等により市が別途認定し水道水の使用水量と合算します。

○ 1 カ月当たりの新旧料金表（消費税抜き）  ( 単位：円）

○主な水量の１カ月当たりの下水道使用料の新旧比較（消費税込み）（単位：円）

平成22年10月1日より、
下水道使用料を改定いた
しますので、ご理解とご
協力をお願いします。

【一般用】 【浴場用】

水　　　　　量
（汚水排除量）

下　水　道　使　用　料

10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥

現　　　　　行 735 1,680 2,887 4,095 
Ｈ 22年10月1日より 799 1,828 3,140 4,453 
Ｈ 23年10月1日より 866 1,979 3,396 4,814 
Ｈ 24年10月1日より 932 2,129 3,662 5,195 

水　　　　　量
（汚水排除量）

基本料金 超過料金（１㎥につき）
１㎥につき

0～8㎥ ～10㎥ ～20㎥ ～40㎥ ～100㎥ ～500㎥ ～1,000㎥ 1,001㎥～

現　　　　　行 550 75 90 115 150 185 210 215 16
Ｈ22年10月1日より 599 81 98 125 163 201 228 234 17
Ｈ23年10月1日より 649 88 106 135 177 218 247 253 18
Ｈ24年10月1日より 698 95 114 146 190 234 266 273 20
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市立休日急病診療所市立休日急病診療所

診療日時：日・祝日　年末年始(12月30日～１月３日）
　　　　 10時～16時（正午～13時休診）
診療科目：内科、小児科、歯科

　　      

　　　　　

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　

　　　　　　　
　　　　

藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181
大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　　　　　　☎955-4181　　　　
有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9時30分～12時
13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9時15分～12時15分
13時～16時月 水火

２ ４

水 予

有

予

6/27 13時30分～14時30分金

金

13時30分～15時HIV検査（エイズ・梅毒・クラミジア）

療育相談

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

11時～11時30分

予
医療機関に関する相談

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会を開催」

「匿名可」

肝炎ウイルス検査（無料）

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

小児科のみ上記日時に加え、土・日・祝・年末年始（12/30～1/3）の
１８時～２２時まで診察を行っております。　　　☎956-1000

■内科・小児科・歯科　
　診療日　：日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：10時～12時、午後1時～午後4時
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診療日　：土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：午後6時～午後10時（受付は午後5時30分～9時30分）

☎956-1000
（保健センター2階）（保健センター2階）

●胃がん・肺がん・大腸がん集団検診 (40 歳以上の市民 )

食事バランスガイド

定期健康相談・栄養相談のお知らせ◆ 5 月 10 日・24 日 ㈪ 午前中   ※ 要予約
～上記の日程以外でも随時受付しています。健康増進課までご連絡ください～

　「市販のおやつがあふれている中で子どものおやつってこれでいい
の？」「生活習慣病といわれたが、どのようにしたらいいの？」「高齢者の
食事ってどうしたらいいの？」など日頃疑問をお持ちの方、みんなで一緒
に食事について学び、その学んだことを他の人に伝えるボランティア活動
をしてみませんか？
◆対象：市民でボランティア活動のできる方
◆受講料：無料 ( ただし平成 23 年 4 月から活動費が必要です。)
①③⑤は 13:30 ～ 16：30 ②④は 10:30 ～ 13:30 で実施します。

無料無料 食生活改善推進員を募集します
日　程 内　容

① 6月3日（木）開講式・健康づくりについて
② 6月7日（月）調理実習　など
③ 6月14日（月）運動実技　など
④ 6月17日（木）調理実習　など
⑤ 6月28日（月）修了式（修了証書授与）

※内容は変わることがあります。

5 回コースです

メタボ対策入門講座メタボ対策入門講座
～「今の生活習慣や食習慣を変えたい！」と
　　　　　　　　思われた方は、ぜひご参加ください～
日　時：6月22日㈫13時30分受付14時開始
講　師：羽曳野市医師会　立山　博一 医師
定　員：30人　　
会　場：保健センター４階大会議室
申込み：健康増進課（保健センター）へ
　　　※必ず事前の申し込みが必要です。

ウォーキング講座
日程 実施場所

5月11日㈫
10：00～12：00

（受付　9：30～）

石川河川公園
集合場所：駒ヶ谷駅または公園内事務所前

対象：市民でウォーキングに興味のある方。
（※ただし運動制限のない方）
持ち物：動きやすい服装・運動靴・水分
※雨の場合：暴風警報発令時は中止です。
申込み：問い合わせ：健康増進課（保健センター）へ

～健康づくりに
　　　　　えいよ～

バランスアップ教室バランスアップ教室
～野菜のとり方や 1 日の食事量を学べます～
生活習慣病の予防について、特に食事面に
重点を置き、講義・体験実習を交えて楽しく
学べます。
日時：6 月 10 日㈭
10時～13時（9時30分受付開始）
対象者：40歳以上の市民	 	 	
定員：24人	 	 	 	 	
会場：羽曳野市立保健センター３階栄養指導室
申込み：健康増進課（保健センター）へ

平成 22 年度がん検診のお知らせ

※�詳細は平成22年度
の健康だよりを
　ご覧ください。

※６月・7 月分は  5 月 7 日㈮  ９：００から受付開始

保セ＝保健センター　コロ＝はびきのコロセアム　石川＝石川プラザ
役所＝市役所Ａ棟　　青児＝青少年児童センター

【乳がん検診、実施医療機関拡大】
場所：�2 施設とも近鉄阿部野橋駅より徒歩 3分くら

いご予約等については各医療機関に直接お問合
せください　

　　  ◆あべの松井クリニック　　☎06-6647-2223
　　  ◆すずかけの木クリニック　☎06-6626-2110

●乳がん・子宮がん無料クーポン券について】
～ 5 月中に対象の方へ無料クーポン券を送付します～

4月1日現在の年齢で、子宮がんは20･25･30･35･40
歳の方。乳がんは、40･45･50･55･60歳の方です。
詳細は健康だよりをご覧ください

6 月の検診日 7 月の検診日

   1日㈫　  青児
   2日㈬  　保セ
   3日㈭　  保セ
 22日㈫　  保セ
 23日㈬　  石川
 27日㈰  　役所

   2日㈮　コロ
 15日㈭　保セ
 21日㈬　保セ
 22日㈭　保セ

※すべて申し込みは、健康増進課（保健センター）まで　電話もしくは来所にて受け付けております。
　定員になりしだい締切ます　電話：956 - 1000（FAX での申し込みはできません）
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予防接種健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の2週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。

保

M

陵

丹

M

　　　　　　　
　　　　

青

M

無料

青

　　　　　　☎955-4181　　　　 有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑
9時30分～12時

13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽

放流水・プール水・浴槽水検査
受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木
9時15分～12時15分

13時～16時
月 水火

9時45分～10時15分

２
水 予

予

金

一般健康診断

循環器科検診

13時30分～15時

４

水   HIV抗原・抗体検査 
（希望により、梅毒、クラミジア検査が受けられます）

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

9時30分～10時

医療機関に関する相談

9時15分～9時45分

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会」と「精神障がい
　者家族教室」などを開催

「匿名可」

保
陵

保
石

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　 藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181

大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　      
      
      
      
      

  

マタニティクッキング（先着15人）
日時：11月25日㈫　13時30分から15時
対象：妊婦（初めて出産される方優先）
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

定期健康・栄養相談
日時：１1月1２日(月)・２６日（月）午前
相談費：無料
持ち物：健診の結果表　など
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

種　類 日　程 対　象　児

平成22年1月  1日～15日生まれ

平成22年1月16日～31日生まれ

平成22年  2月生まれ

平成20年10月生まれ

平成20年11月生まれ

平成19年11月生まれ

平成19年12月生まれ

平成18年11月生まれ

平成18年12月生まれ

5月25日、26日

6月29日、30日

5月18日、19日

6月15日、16日

5月11日、12日

6月8日、    9日

1歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

2歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

3歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

4カ月児健康診査

（金曜日実施）

5月14日

5月28日

6月11日、25日

肝炎ウイルス検査（無料）

２ ４

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

※予防接種を受ける前に必ず予防接種手帳をよく読み、接
種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関等につい
ては「平成22年度健康だより」をご覧ください。

幼児食講習会（保育あり　先着15人）
日　時：11月17日㈪　13時～15時
対　象：就学前の幼児の保護者
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

無料

親子クッキング（先着15組30人）
日　時：12月25日㈭　10時30分から13時30分
対　象：小学生とその保護者
受講費：親子2人で500円　（子ども1人追加につき+200円）
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

２ ４

水 予

集団接種（受付時間：13 時 30 分～ 14 時 30 分）

個別接種【各医療機関に直接電話で予約】	

持ち物：母子健康手帳（必ず必要です）
　　　　予診票（お持ちでない方は、各会場に置いてあります。)

予防接種 日　　時 場　所

ポリオ 6月
17日㈭ 石川プラザ
18日㈮ 陵南の森
21日㈪ 保健センター

BCG
４カ月児健診
と同日実施

5月
14日㈮

保健センター3階
28日㈮

BCGの予診票は4カ月児健康診査のご案内と一緒に送付してい
ます。4カ月児健康診査をすでに受け、BCGを接種していない
お子さんは健康増進課（保健センター）に電話し予約の上、受付
時間13時20分にお越しください。

◆離乳食講習会 ( 保育あり　先着 15 人 ) ◆
日時：5月20日㈭・6月18日㈮のいずれか1日13時～15時
対象：4カ月健診受診後から10カ月までの乳児の保護者 (第 1子優先 )
受講費：無料　　会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課 (保健センター )へ
◆幼児食講習会（保育あり　先着 15 人）◆
日時：６月１日（火）13時～15時
対象：就学前の幼児の保護者　　受講費：無料
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課 (保健センター )へ
◆ことばの相談（予約制）◆
こどもの発音・吃音・言葉の遅れなどについて相談をお受けします。
申込み：電話で健康増進課 (保健センター )へ
◆マタニティスクール（定員 30 人）◆
日時：【7月コース】7月1日㈭、8日㈭、11日㈰、22日㈭
　　　　13時～15時 30分　※4日間で１コース
申込み：電話で健康増進課 (保健センター )へ

◆妊娠・出産を迎える方へ◆
～出産前小児保健指導事業のご案内～
妊娠中・出産後に小児科による育児相談を受けることができます。
あなたのいろいろな心配事に小児科医がお答えします。
詳しくは、健康増進課 ( 保健センター ) まで
対象：妊娠後期から産後2カ月以内
費用：無料 (1回のみ )

予防接種健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の2週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。

保
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陵

丹

M

　　　　　　　
　　　　

青

M

無料

青

　　　　　　☎955-4181　　　　 有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑
9時30分～12時

13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽

放流水・プール水・浴槽水検査
受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木
9時15分～12時15分

13時～16時
月 水火

9時45分～10時15分

２
水 予

予

金

一般健康診断

循環器科検診

13時30分～15時

４

水   HIV抗原・抗体検査 
（希望により、梅毒、クラミジア検査が受けられます）

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

9時30分～10時

医療機関に関する相談

9時15分～9時45分

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会」と「精神障がい
　者家族教室」などを開催

「匿名可」

保
陵
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藤 井 寺 保 健 所
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ら
の

お 知 ら せ
　 藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181

大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　      
      
      
      
      

  

マタニティクッキング（先着15人）
日時：11月25日㈫　13時30分から15時
対象：妊婦（初めて出産される方優先）
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

定期健康・栄養相談
日時：１1月1２日(月)・２６日（月）午前
相談費：無料
持ち物：健診の結果表　など
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

種　類 日　程 対　象　児

平成22年1月  1日～15日生まれ

平成22年1月16日～31日生まれ

平成22年  2月生まれ

平成20年10月生まれ

平成20年11月生まれ

平成19年11月生まれ

平成19年12月生まれ

平成18年11月生まれ

平成18年12月生まれ

5月25日、26日

6月29日、30日

5月18日、19日

6月15日、16日

5月11日、12日

6月8日、    9日

1歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

2歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

3歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

4カ月児健康診査

（金曜日実施）

5月14日

5月28日

6月11日、25日

肝炎ウイルス検査（無料）

２ ４

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

※予防接種を受ける前に必ず予防接種手帳をよく読み、接
種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関等につい
ては「平成22年度健康だより」をご覧ください。

幼児食講習会（保育あり　先着15人）
日　時：11月17日㈪　13時～15時
対　象：就学前の幼児の保護者
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

無料

親子クッキング（先着15組30人）
日　時：12月25日㈭　10時30分から13時30分
対　象：小学生とその保護者
受講費：親子2人で500円　（子ども1人追加につき+200円）
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

２ ４

水 予

予防接種の種類：百日咳ジフテリア破傷風（DPT）第1期
　　　　　　　　ジフテリア破傷風混合（DT）第2期
　　　　　　　　麻しん風しん混合（MR）第1・2・3・4期
　　　　　　　　日本脳炎
持ち物：母子健康手帳（必ず必要です）
　　　　予診票（お持ちでない方は、母子健康手帳を持って健康増
　　　　 　進課まで取りに来てください。）

日本脳炎ワクチンについて
  （Ｈ22年 3月9日以降は新ワクチンのみとなっています。）

　厚生労働省からの通知（Ｈ22.4.1 付）により、3歳に対す
る初回接種を積極的に勧奨することになりました。

　詳細については、未定のため決まりしだい、お知らせ致します。

　第2期（9歳以上13歳未満）の予防接種については、ワク

チンの使用が許可されていないため、現在は接種することがで

きません。

　　　～詳しくは健康増進課までお問い合わせください～

◇新型インフルエンザ接種助成事業申請窓口
（市役所本館 4 階特設会場）は平成 22 年 3 月 31
日をもって終了しました。助成制度は継続される
予定ですが、詳しい内容は未定のため、健康増進
課（保健センター）までお問い合わせください。

言語聴覚士の先生に来ていただき、子どものことばに関する相談を
行なっています。ことばの相談では年齢に応じて、唇・舌・頬など
の筋力を向上させる遊びを伝えたり、発音の仕方を伝えたりしてい
ます。発音が幼い、吃音（ことばがつまるような感じ）、ことばが
遅いなど、ことばに関して気になる点がありましたら、保健センタ
ーまでご連絡ください。 

「ことばの相談」ってどんなこと？
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「親子ふれあい広場」がオープンしました！
　４月２日、市役所南側に「親子ふれあい広場」がオープン

しました。この広場には、児童書を備えた図書コーナー・天然

の芝生やウッドデッキの多目的スペースがあり、親子はもちろ

ん、市民の皆さんに気軽に楽しんでいただける広場となってい

ます。また、車いす対応駐車場を３台分設置しており、駐車場

から庁舎までのアプローチに雨除けの屋根を設置しています。

街かどから

古市古墳群のウォーク＆クリーン
　3月 20日、世界遺産への登録をめざす古市古墳群の応神陵

古墳や古室山古墳を巡る「ウォーク＆クリーン」が行なわれま

した。参加した羽曳野と

藤井寺の両市民約130人

は、ゴミを拾い、要所で

は文化財担当職員の説明

に耳を傾けていました。

ＪＡ大阪南から教材の寄贈
ＪＡ大阪南から、子どもたちが

食・環境と農業への理解を深め

るきっかけとなることを願い、

補助教材「農業とわたしたちの

くらし」を寄贈していただきま

した。小学校の授業で活用させ

ていただきます。

「中高年男性のための料理教室」を開催！
　
　陵南の森において男性のためのクッキングセミナーを開催

しました。「これからが面白い、第 2の人生！定年後を健康

で楽しく生きるために」を

テーマに参加者 13 人の男

性に、カラダほぐし運動と

和風の家庭料理、洋風の家

庭料理を3月に 3週連続で

受講していただきました。

青年海外協力隊として出発！
羽曳野市出身の横田安澄さんが、国際協力機構（ＪＩＣＡ）

の青年海外協力隊としての出発に際し、羽曳野市を表敬訪

問されました。横田さんは3月末にフィ

リピンに赴任され「陶芸を通し、たく

さんの人と関わり、より成長できたら」

と抱負を述べられています。健康に気を

つけられ、ご活躍されることをお祈り申

し上げます。

「第６回ＯＳＡＫＡ障がい者スポーツ
　はびきのフライングディスク大会」3/20
　羽曳野市内をはじめ、大阪府下より 53 人の障がい者・
児の選手とともに開催いたしました。たくさんのご協力誠

にありがとうございました。主催：（社福）たけるの里

「ふれ愛広場（宿泊利用始まります）」
　グレープヒルスポーツ公園野外活動広場にて 5/1 ～
10/31 の期間で宿泊利用が始まります。
　この「ふれ愛広場」は駒ヶ谷の美しい自然に囲まれ、キャ
ンプ場 8サイト、炊事設備、遊具、ログハウス管理棟（シャ
ワー有り）を有し、ご家族やグループなど、お子様から
大人まで、まきや炭の販売、各種キャンプ用具の貸し出
しも行っていることから、食材さえ用意すれば、身近で
手軽にキャンプが楽しめるようになっています。

※�野外活動に欠かせ
ないテント、バー
ベキューコンロと
いった貸出物品（有
料）や、炭、まき
などをご用意（有
料）しております
ので、宿泊キャン
プ、デイキャンプ
ともに気軽に楽し
んでいただけます。

（炊事施設）

詳しくは、グレープヒルスポーツ公園管理棟まで（駒ヶ谷 850 番地）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 958-5511
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周りの人に優しく、元気を与えられ
　る子になってね☆
　　父親の隆介さん撮影

 　

　

凜羽ちゃん
　りう

平成21年8月11日生まれ

誉田

伊藤 
いとう

4カ月半で初めての散髪、スッキリです！
　　父親の正也さん撮影
 　

拓実ちゃん
　たくみ

平成21年5月15日生まれ

軽里

林 
はやし

可愛い笑顔は、パパとママの宝物です。
これからもすくすく元気に大きくなってね。
　　母親の未来さん撮影

 　

陽生ちゃん
　ようせい

平成21年1月29日生まれ

誉田

鳥居 
とりい

街かどから

羽曳が丘幼稚園に園名の看板寄付
　地域ＮＰＯ法人Ｅ＆Ｌの笹野さんから園名の看板をいた

だきました。そこに全園児 106 人が一人 1本の花を書き入

れ園外壁フェンスに取り付けました。園児全員の作品です。

「交通安全街頭キャンペーン」の実施
　4月 9日（金）に交通安全を呼びかける「街頭キャンペー

ン」を近鉄恵我之荘駅前と恵我之荘小学校および恵我之荘

幼稚園で実施いたしました。

　当日は、羽曳野ライオンズクラブ、羽曳野ロータリーク

ラブをはじめ羽曳野市婦人団体協議会、羽曳野青年会議所、

めいわく駐車

追放委員等、

大勢の方々の

参加のもと「交

通ルールの徹

底」と「交通

マナー」の向

上を呼びかけ

ました。

咲き揃った 4,800 球のチューリップ

　西浦高校は、平成 23年 3

月をもって閉校になります。

昭和 53年の創立以来、羽曳

野市民から賜りました温かい

ご支援、ご協力を思うとき、

断腸の思いを禁じ得ません。

これまでのご厚意に対しまし

て、深謝申し上げます。本校の生徒・教職員は、よりよき形で

の閉校に向け最後の最後まで全力を尽くします。市民の皆様に

は、引き続きのご支援をお願いいたします。西浦高校が築いて

来た歴史と伝統は、新校「懐風館」が継承するともに、本校に

係わった人々が校歌を高らかに歌い継ぎ、子々孫々に校風を語

り継ぎます。最終年度のスタートを賑々しく彩りたいと、昨秋、

校庭の花壇に 4,800 球のチューリップを植え付けました。それ

が今、見事に咲き揃いました。

4月 10日に「鑑賞茶話会」を

催し、最終年度への決意を新た

にしました。

 　大阪府立西浦高等学校 

　　　　　校長  谷口  利広

「春の交通安全市民大会」の開催
　「春の全国交通安全運動」（4月 6日～ 4月 15日）期間中

の 4月 7日午後 2時からはびきのコロセアムにおいて開催

されました「春の交通安全市民大会」には、羽曳野市をはじ

めとし藤井寺市、羽曳野警察署ならびに交通安全協会など、

多数の関係団体の参加に加え、「交通事故ゼロ運動」で優秀

な成績を収められました白鳥

小学校、羽曳が丘小学校の 2

校と古市地区、羽曳が丘地区

の２つの地域に対して表彰が

おこなわれました。また、市

民が【安心・安全・快適】に

暮らせる街づくりの実現に向

け、「交通安全宣言」を西浦

幼稚園の保護者と園児により

声高らかに宣言され、満場一

致で採決されました。
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新築および増改築家屋の実地調査にご協力を
　平成 22年中に新築および増改築した家屋は、平成 23 年度から固定資産税･
都市計画税の課税対象となります。
　そこで、家屋の評価額を算定するための実地調査に、身分証を携帯した税務課
の調査員がお伺いし、家屋全体の使用材料および各部屋の仕上げ状況などについ
て、屋内に立入らせていただき調査させていただきます。
　また、場合により図面など関係書類の借用をお願いすることがありますので、ご
協力をお願いします。
　なお、登記されない新築家屋、家屋を増改築した時や取壊した時にも必ず税務
課固定資産税家屋担当までご連絡をお願いします。
問合せ　税務課固定資産税家屋担当　内線1550･1551

身体障害者等の方に対する軽自動車税の減免
　一定の要件に該当する身体障がい者、知的障がい者または精神障がい者の方は、
申請により軽自動車税の減免を受けることができます。
　なお、減免できる車両は１人につき１台です。
　普通自動車等の自動車税で減免を受ける場合は、軽自動車税では減免の対象に
なりませんのでご注意ください。
申請期限　５月24日㈪
必要書類　手帳、車検証、印鑑　
           ※以前に申請いただいている方については、別途送付しました減免申請書
　　　　　（継続用）をご提出ください。（郵送可）
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （税務課　内線 1560･1570）

国民健康保険・後期高齢者医療　日曜・夜間窓口
　保険保険料の納付相談や届出など、国民健康保険・後期高齢者医療について
日曜・夜間窓口を開設します。ぜひご利用ください。
日曜窓口　５月16日㈰　10:00 ～12:00、13:00 ～15:00
夜間窓口　５月12日㈬～14日㈮　18:00 ～20:00
                       17日㈪～19日㈬　18:00 ～20:00　　
場　　所　市役所本庁１階３番窓口　保健年金課

主な公共施設

      羽曳野市の宣言
○交通安全都市宣言
○非核平和都市宣言
○人権擁護都市宣言
○健康都市宣言
○青少年健全育成都市宣言

羽曳野市役所
☎958-1111　℻958-0212

（老人福祉センター・
　　公民館・図書館）

支　所

羽曳野市民会館

LICはびきの
（生活文化情報センター）
はびきのコロセアム

市民体育館（西浦）

陵南の森総合センター

陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）

ＭＯＭＯプラザ

丹治はやプラザ

石川プラザ

保健センター
（休日急病診療所）
人権文化センター

青少年児童センター

白鳥児童館

青少年センター

道の駅 しらとりの郷・
　　  羽曳野  総合棟
子育て支援センターふるいち

子育て支援センターむかいの

給食センター

社会福祉協議会

シルバー人材センター

柏原羽曳野藤井寺消防本部

羽曳野警察署

藤井寺保健所

藤井寺郵便局

柏羽藤環境事業組合

クリーンピア21（火曜日休み）

☎955-0583　
℻930-2144
☎958-2311　
℻958-2312
☎950-5500　
℻950-5505
☎937-3123　
℻937-3124
☎958-2340　
℻958-3614
☎952-2751　
℻952-1303

☎931-1900　
℻931-2112
☎957-5553　
℻957-5580
☎937-2355　
℻937-2388
☎950-2002　
℻958-9110
☎956-1000　
℻956-1011
☎955-4556　
℻955-7042
☎952-0032　
℻937-8580
☎957-4900　
℻957-4900
☎958-0050　
℻958-0050
☎957-6900　
℻957-6910
☎958-3308　
℻958-3308
☎953-6361　
℻953-6361
☎958-2306　
℻958-1082
☎958-2315　
℻958-3853
☎959-0555　
℻959-0333
☎958-0119　
℻958-9900
☎952-1234　
℻952-2531
☎955-4181　
℻939-6479
☎954-2601　
℻938-8591
☎976-3333　
℻976-3331
☎975-2580　
℻975-2577

公的年金等を受給している 65 歳未満の方で給与所得のある方へ
個人の市・府民税（住民税）のお支払い方法についてお知らせ
　平成 21年度地方税法の改正により、65歳以上の方の「公的年金からの市・府
民税の特別徴収（天引き）」が平成 21年10月から開始されました。これにともない、
65歳未満の方の市・府民税は、公的年金等の所得にかかる税額を加算して「給与
からの特別徴収（天引き）」によりお支払いいただくことはできず、「普通徴収（納付
書または口座振替）」によりお支払いいただいておりました。
　しかし、平成 22年度からは平成 20年度以前と同様に、原則として給与所得に
かかる税額と公的年金等の所得にかかる税額を合計して「給与からの特別徴収（天
引き）」でお支払いいただくことになります。（申告の際、住民税に関する事項で、「自
分で納付〔普通徴収〕」を選択されている場合は除きます。）
問合せ　税務課市民税担当　内線1520・1530
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大阪府から自動車税の納期限の
お知らせ
　自動車税の納
期限は５月31
日㈪です。納税通知書に記載の金融
機関、ゆうちょ銀行または郵便局、
コンビニエンスストアで納期限までに
お納めください。
問合せ　大阪府自動車税コールセンター
　☎ 0570-020156

府
税
マ
ス
コ
ッ
ト

「
タ
ッ
ピ
ー
」

子育てに苦しさを感じている親のための
「MY TREE ペアレンツ・プログラム」
　子どもの心と体にダメージを与えて
いることに悩む親への回復プログラム
です。子どもを深く知り、より受け入れ
ることでかかわり方を考えます。
日時　６月11日～９月24日までの
　金曜日（８月13日を除く）
　12月10日㈮・３月４日㈮ 全17回
　10:00 ～12:30　　　　
　※無料保育あり（要予約）
場所　富田林市立人権文化センター
　（富田林市若松町１-９-12）
費用　無料　　定員　10人
申込 ･ 問合せ　富田林市人権協議会
　☎ 0721-24-3700・ＦＡＸ 0721-25-5952 

税理士による無料税務相談センター

   本年度の羽曳野市役所における
　相談センター
　　６/16・７/21･８/18・９/15・
　　10/20・11/17
　いずれも第３水曜日に開催予定です。
　納税協会・府税事務所 (いずれも
　富田林市 )でも開催しています。

日　時 ５月 19 日㈬　13:00 ～ 16:00

会　場 市役所 １階 税務相談コーナー

対象者 一般納税者で、税理士の関与がない方

相談内容 口頭による所得税・相続税や経理
などに関する相談

相談時間 １人 30 分程度

予　約 電話申込による先着順
（予約状況により当日申込も可）

問合せ
申　込

近畿税理士会　富田林支部事務局
☎ 0721-25-6250

（月～金曜日　９:00 ～ 16:00）
※当日申込のお問合せも、上記ま　
　でお願いします。

5月は固定資産税(１期）と
軽自動車税の納付月です。

６月1日を過ぎると
この納付書は使えません。

全 固定資産税　　

第１期分

第２期分

第３期分

第４期分

固定資産税　
５月

７月

９月

11月

各納期までに
お納めください。

納付書は綴らずにお送りしています。

　納付いただく期別分のみの納付
書を窓口にご提出ください。
　なお、お渡しになった納付書は、
すべて納付されるものとして取り
扱われますので、ご注意ください。

※平成２1年度から、全期分を前納
　していただいた場合の報奨金は
　廃止となりましたのでご了承く
　ださい。

（税務課　内線1420）

　期別ごとの納付、全期分を前もっ
て一括しての納付、いずれかの方法
でお納めください。

(納付期限5月31日）

　　　　　　　　　　　　

 　　　　    今月の納税

 　　　　　  固定資産税　　  第１期分
軽自動車税

公有地の拡大の推進に関する法律に基づく事務（土地の先買い制度）が、
平成 22 年４月１日に大阪府より移譲されました。
　土地の先買い制度とは、都道府県や市町村が都市の健全な発展と秩序ある整
備を促進するために、公有地の拡大の推進に関する法律（公拡法）により、必要な
土地を計画的に取得する制度のことです。これには、土地所有者（売主）が一定面
積以上の土地を①有償で譲り渡そうとする場合、あらかじめ届け出ることが義務づ
けられている「届出」と、②地方公共団体等に買取りを希望する「申出」があります。
いずれの場合においても羽曳野市長あてに提出することになります。

（1）届出対象面積
　　●都市計画区域内の都市計画施設等の土地および都市計画区域外の
　　　都市計画施設内の土地・・・ 200 平方メートル以上
　　●上記以外の都市計画区域内の土地
　　　市街化区域・・・ 5,000 平方メートル以上
　　   市街化区域以外かつ市街化調整区域以外　
　　　10,000 平方メートル以上（羽曳野市では該当なし）

（2) 申出対象面積
　  ●都市計画区域内の土地および都市計画区域外の都市計画施設内の土地　
　　　200 平方メートル 
問合せ　総務部管財用地課　用地施設担当　内線 3770・3780

不登校と登校しぶりの親の会
 ～同じ悩みを持つ親の集まりです～
日時　毎月第２水曜日　13:30～17:00
場所　LICはびきの ２階 教育研究所
問合せ　 小池　☎ 955-9555
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お知らせ

次の６人の方が新たに民生委員
児童委員に委嘱されましたので
お知らせします。

問合せ　福祉総務課　内線1121

校区 担当町会  新（4/1 委嘱） 旧（退任）

古市 東王水町会 勝見 敏子 村井 淳代

古市 古市南町会 金口 幸子 八尾 芳文

高鷲 丹下北町会
（恵我之荘６丁目）川幡 眞由美 山田 佐津子

高鷲北 北島泉町会 浦 勝美 上田 泰夫

埴生南 桃山台自治会 菖池 宏子 鈴木 貞緒

主任児
童委員

白鳥小学校区 藤田 恭久 長田 敏昭

猫を飼われている方へまわりに
迷惑をかけないで
　猫のフンや尿などの生活環境被害
の苦情が多く市に寄せられています。
　自宅の前に見知らぬ猫のフンがあ
ったら、誰でも不快感を感じます。
飼い主は、愛情と責任をもって飼いま
しょう。
飼い主の方へお願い
　○フン、尿は自宅の決まった場所で
　　させるようしつけましょう。
　○野良猫と間違われないように首
　　輪をつけるようにしましょう。
　○野良猫等を増やさないためにも不
　　妊去勢の手術を行ってください。
　　　　　　　　　   （環境衛生課）

犬は正しく飼いましょう。
（飼い犬による事故の防止）
放し飼いはやめて！！
　普段は大変おとなしい犬でも、時
には飼主でも手に負えなくなることが
あります。ルールを守って正しく犬を
飼いましょう。
　また、途中で捨てたりせず、家族同
様に最後まで愛情もって飼いましょう。
 犬のフンは大変迷惑となりますので、
飼い主の方が責任を持って必ず持ち
帰ってください。

羽曳野市環境衛生課　内線 2840
大阪府藤井寺保健所　☎ 952-6165

次のことを守って事故を防ぎま
しょう。
●しつけをしっかりとしましょう
●散歩（運動）をするときは、犬を
　十分制御できる人が丈夫な綱
　やリードを付けてしましょう。
　また、フンは持帰るなど飼い主
　が責任をもって処理しましょう。
飼い犬が人を噛んだとき
●飼い主は保健所に必ず咬傷届
　けをしてください。

「児童相談所全国共通ダイヤル」
　「もしかして児童虐待？」と気づい
たら、「まちがいかも…」とためらわ
ず下記へご連絡ください。あなたの
秘密は守られます。
連絡先　
●羽曳野市役所　子育て支援課
　☎ 072-957-6000
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　９:00～17:30
●「児童相談所全国共通ダイヤル」
　☎ 0570-064-000
　※PHSや一部の IP 電話からはつ
　　ながりません
●大阪府富田林子ども家庭センター
　☎ 0721-25-2263
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　９:00～17:45
　※夜間休日虐待通告専用電話
　　☎ 072-295-8737　

定期救命講習のお知らせ
　今話題のAED（自動体外式除細
動器）の使用方法を含めた応急手当
の講習会です。もしもの時のために、
あなたも救命講習を受講しませんか。

　費用は無料です。受講後に修了証
を発行いたします。
　人数に制限がありますので、必ず電
話にて下記までお問い合わせください。

（柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部
　　　　　　　   　   ☎ 958-0119）

日 時 場 所

５月８日㈯  陵南の森　老人福祉センター

５月 23 日㈰
 柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部

３階　視聴覚室

特産物展示コーナー
　羽曳野市観光協会では、市役所正
面玄関右側に、現在地元産のいちじ
くを使って製造した「いちじくジャム」
のほか、市内業者が製造された、「お
かき」や「いちじくベースの野菜のマ
リネ」などを展示しています。市役所
に来られた際にお立ち寄りください。

▲特産物展示コーナー

“緑の募金”で街にみどりを
　地球を緑豊かにす
る緑の募金に個人はも
ちろん、自治会、会社、
グループなど団体での

ご協力もお待ちしています。
　市役所みどり公園課の窓口に募金
箱を設置しています、また５月５日の「第
35回はびきの市民フェステバル」では、
緑の少年団が会場内において、緑の
募金活動を行いますのでご協力よろし
くお願いいたします。
㈶大阪みどりのトラスト協会
　☎ 06-6263-5480
　ウェブサイトhttp://www.ogtrust.jp/
土木部みどり公園課　内線 2430

親子ふれ愛（ふろ愛）

　保護者同伴の
子ども（小学生以
下）の市内銭湯
無料入浴デー、
ふれあいを大切に…。
　近所のおじさん、おばさんと同
伴でもいいよ。

※ただし、日曜日が休業の場合は前日の
　土曜日です。

   

５月２・９・16・23・30日㈰
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ボーイスカウト羽曳野第１団
一日体験のお知らせ
～女の子も活動しています～
　青少年センター・石川さかな公園周
辺で工作、テント張り（ドーム型）の練習、
野外料理など大人も楽しめる盛り沢山
のプログラムを予定しています。
日時　５月９日㈰　９:30～15:30
場所　青少年センター（古市）前集合
問合せ　団委員長 大西まで   
　☎ 957-1552

在職者対象・技能習得講座
「テクノ講座」受講生募集
　新しい知識、高度な技術を習得のた
め、高等職業技術専門校や大阪障害
者職業能力開発校において、「テクノ講
座」を開催します。また、障がい者の
方を対象とした講座も設けています。
期�間　５月～平成 23年３月まで
  �※講座内容、実施期間、受講経費、   
　申込方法などは、ウェブサイトを
　ご覧ください。

問�合せ　大阪府商工労働部雇用推進
室人材育成課公共訓練グループ
　☎ 06-6944-6767
　http://www.pref.osaka.jp/nokai/
　d-zaisyoku/d220-index.html

農とみどりの探検隊　参加者募集
　田植えから稲刈りまでの米作りによる自然体験を行います。
　（サポートしてくれる大学生も同時募集。下記問合せまで。）
日　程　５月30日㈰・８月８日㈰・10月２日㈯・11月６日㈯　全４回
　　　　※参加者説明会は５月30日㈰
場　所　千早赤阪村下赤阪地区
対　象　南河内地域の小学生30人　（農空間ジュニアマイスター除く）
費　用　2,000円（材料費、保険代など）
申　込　封書で５月13日㈭必着
　　　　参加申込書（ウェブサイトよりダウンロードできます。できない方は電話
　　　　にてお問合せください。）
　　　　※返信用切手 80円分を必ず同封してください。
問�合せ　〒584-0031　富田林市寿町２-６-１　南河内府民センタービル内　
　　　大阪府南河内「農とみどりの探検隊サポーターの会 事務局」
　　　　☎ 0721-25-1131　内線 214

第11回日本武尊・白鳥伝説三市交流会　参加者募集
　羽曳野市は、三重県亀山市、奈良県御所市と、平成10年（1998 年）「日本武尊・
白鳥伝説ゆかりの御陵のあるまち」をテーマに都市間交流の合意書を交わし、以
後交流会を開催しています。平成 22年度は、御所市が開催市となり、平城京遷都
1300 年祭、平城宮跡会場において、以下のように開催されます。
日　時　６月13日㈰　※雨天決行　８:30 集合・出発　17:30 解散（予定）
対象者　羽曳野市民で、歴史文化に興味のある方40人（一時間半のウォーキングあり）
　　　　５月１日より申込開始～５月21日㈮締切。※応募多数の場合は抽選の上、
　　　　５月末に申込者全員に参加可否の通知をします。
費　用　１人 250円（平城宮跡ガイドツアー代）　
内　容　①まほろばホールにて、御所市主催のイベント鑑賞と三市市民交流会）
　　　　②平城宮跡ガイドツアーおよび交流ホール見学（三市合同）
　　　　③交流ホールにて、日本武尊・白鳥伝説に関する展示および、パンフレッ
　　　　　ト等による三市の紹介
スケジュール　
　 　８:30　羽曳野市役所集合・出発
　　10:20　奈良市平城京遷都1300 年祭平城宮跡会場（交流ひろば）到着
　　10:30　開会式（各市の挨拶他）
　　11:00　イベント（四季の祭りをテーマとした舞台鑑賞） 昼食・意見交流
　　12:45　平城宮跡ガイドツアー・交流ホール見学   二班に分かれて行動します。
　　15:30　閉会式　三市交流の旗を次回開催地の羽曳野市民が引き継ぎます。
　　16:30　平城宮跡会場出発
　　17:30　羽曳野市役所到着・解散
申　込　はがきに、「三市交流事業参加申込み」と明記し、①郵便番号・②住所・
　　　　③氏名・④年齢・⑤性別・⑥電話番号」をご記入の上、下記までお申込み
　　　　ください。（５月21日消印有効）
　　　　なお、一枚のはがきで２人まで申込ができます（２人申込の場合、同伴者
　　　　の情報①～⑥もご記入ください）。
問合せ　羽曳野市市民人権部市民協働ふれあい課　　
　　　　〒583-8585　羽曳野市誉田４丁目１番１号　 
　　　　☎ 958-1111　内線1070・ＦＡＸ 958-0397
　　　　Eメール：shiminkyoudou@city.habikino.osaka.jp

ファミリー・サポート・センター
地域説明会
　地域で子育てのお手伝いをしてくださ
るボランティア（有償）を募集しています。
　子育ての経験や余暇の時間を地域の
活動に役立てていただけませんか？
　興味のある方は、お気軽にお立ち寄
りください。事前の予約はいりません。

※子育て支援センターのページに、フ
　ァミリーサポートの活動に役立つ講
　座の開催について掲載しています。
　併せてご覧ください。
問�合せ　はびきのファミリー・サポート・
センター（羽曳野市立子育て支援セ
ンターふるいち内）
　☎ 956-4943

開催日時 場　所

５月 27 日㈭
14:00 ～ 16:00

（随時受け付けます）
市役所別館 ２階 研修室①
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第 46 回高鷲こどもまつり
　子どもたち、親子で、休日の一日を
楽しく過ごしましょう。みなさんの参
加をお待ちしています。
日時　５月30日㈰　９:30～15:00
場所　高鷲学園グランド・高鷲保育
　園園庭
内容　中央舞台、手作りおもちゃ、
　フワフワトランポリンなどの「こども
　の広場」飲食物の模擬店やバザー
問合せ　高鷲こどもまつり事務局　
　高鷲学園 山田　☎ 953-3881　
　高鷲保育園 多田　☎ 953-3883

平和について考えてみませんか・・・長崎へ平和の取材「親子記者」参加者募集
対象　小学生とその保護者で、平和・原爆・核兵器廃絶などに関心がある方
期間　８月８日㈰～11日㈬
　　　※長崎市滞在中、平和祈念式典参加などを通して原爆・平和に関する取材
　　　　をし、取材記録を提出していただきます。　
定員　全国の対象自治体から18人 (９組 )　※応募多数の場合は抽選
費用　長崎駅までの交通費、宿泊代、滞在中の取材補助経費を支給
申込　はがきまたはＥメールで
　　　①住所 ②参加者の氏名(ふりがな)・性別 ③小学校名・学年 ④電話番号 
　　　⑤保護者名(ふりがな)・性別 を記入、押印の上、
　　　⑥平和を願う一言メッセージを添えて、下記へお送りください。
　　　※ 締切 ５月10日㈪　当日消印有効
応募先・問合せ　
　　　　日本非核宣言自治体協議会事務局　
　　　　〒852-8117　長崎市平野町７-８　長崎市平和推進課内　
　　　　☎ 095-844-9923
　　　　※詳しくはウェブサイトをご覧ください。http://www.nucfreejapan.com

ミニ運動会
主催 はびきの障害児者スポーツクラブ

日時　５月23日㈰   ９:30～11:30
場所　市民体育館（西浦）
内容　玉いれ・綱引き・パン食い競争・
　　　その後各自軽スポーツ
　　　トランポリン・ボールプール
　　　用意しています
持物　上靴・タオル・水筒
申込　谷　☎ 958-1391
　夜間お願いします

高年者敬老入浴
　65歳以上の市民を対象に毎月１回、
市内の公衆浴場において敬老入浴を行
います。入浴時に対象年齢以上である
ことを申し出てから入浴してください。
　なお、一人あたり１回100円をご負
担ください。
日時　５月15日㈯、６月15日㈫
費用　100円
利用できる施設
　古市温泉、羽曳野温泉、紅梅湯
　新高鷲温泉…６月のみ14日㈪
問合せ　福祉支援課

青少年センター教室生募集！！ 平成 22 年度各教室の受講生を募集します。

申込　青少年センターにて申込受付。電話･ファクス等でのお申込みは一切できま
　　　せん。（参加費持参）
定員　各教室は定員になりしだい締切りますが定員の状況については、青少年セン
　　　ターまでお問合せください。	 	
　　　既に開講している教室についても、ご興味のある方は青少年センターまでお
　　　問合せください。		 	 	 	 	 	
　　　※教室によっては材料費など、参加費以外に実費負担して頂くものもあります。	
　　　※回数は予定ですので変更する場合があります。	 	 	 	
問合せ　青少年センター　古市１丁目３番５号  ☎ 958-0050（月・火曜日休館）

教室名 期間 時間 回数 定員 対象者 年会費 実費

児童画
４月 10 日

～３月
 ９:30 ～
11:30

36 回 35 人
小学２年～
６年までの
男女

3,000 円 ＊

将棋教室
( 前期 )

４月 10 日
～９月

 10:00 ～
12:00

18 回 40 人
小学１年～
中学３年ま
での男女

2,000 円 ＊

将棋教室
( 後期 )

10 月２日
～３月

 10:00 ～
12:00

18 回 40 人
小学１年～
中学３年ま
での男女

2,000 円 ＊

着付け
( 浴衣 )

７月３日
～ 17 日

 10:00 ～
12:00

３回 10 人
中学１年～
35 才まで
の女性

500 円 ＊

現代マナー
( 作法 )

９月 11 日
～ 10 月

 14:00 ～
16:00

６回 10 人
中学１年～
35 才まで
の男女

1,000 円 ＊

着付け ･
飾り結び

11 月６日
～２月

10:00 ～
12:00

11 回 10 人
高校生～
35 才まで
の女性

1,000 円 ＊

イラスト
レーション

４月 11 日
～３月

10:00 ～
12:00

27 回 15 人
中学１年～
35 才まで
の男女

2,000 円

華道
４月 11 日

～７月
10:00 ～
12:00

10 回 10 人
小学４年～
35 才まで
の男女

1,000 円

茶道
平成 23 年
１月 16 日

～３月

10:00 ～
12:00

10 回 10 人
小学４年～
35 才まで
の男女

1,000 円

土 

曜 

教 

室

日 

曜 

教 

室

F4 サイズの
スケッチブック持参

花代
（1 回 800 円程度）

お茶代
（1 月 1,000 円程度）

フライングディスク練習会
　月１回の練習会をグレープ・ヒル、
コロセアムにて行っています。お気軽
に参加ください。
（競技ボランティアさんも随時募集中
 ※詳細は下記まで問合せか、市役所
  障害福祉課窓口に資料があります。）
主催　社会福祉法人　たけるの里
問合せ　飯山　☎ 950-5477



30 −はびきの　2010.5.1−

講　座 市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.osaka.jp

●申込み　人権文化センターへ直接または電話での申込です。
●受付け　５月11日㈫ ９:00～　５月13日㈭ 17:00まで　※受付け初日のみ１講座１人の申込み。（定員になりしだい締切ります）
●会　場　市立人権文化センター　　●対　象　市内在住・在勤・在学者の方（着付け教室は女性の方のみ）

講座名 内容 曜日 開催日 開催時間 回数 定員 費用 持物

書道教室 毛　　筆 木 月２･ ３回
（５月 20 日より） 14:00 ～ 16:00 22 回 15 人 1,300 円 書道用具・半紙

寄せ植え 初夏の室内用観葉植物 火 ５月 25 日 19:00 ～ 21:00 １回 15 人 1,300 円 花ばさみ

絵手紙 初めての方の絵手紙入門 木 ５月 20・27 日 19:00 ～ 21:00 ２回 10 人 300 円 －
干支の色紙

づくり 和紙折り紙で作る干支の色紙（寅） 月 ５月 24 日 19:00 ～ 21:00 １回 12 人 300 円 －

ブリザーブド
フラワー

ブリザーブドフラワーの
アレンジメント 金 ６月４日 19:00 ～ 21:00 １回 ８人 3,000 円 花ばさみ

着付教室 浴衣等、着たい着物 月・木 ５月 20・24・27 日 19:00 ～ 21:00 ３回 ８人 300 円 着物一式
（習いたい種類の着物）

ビース
アクセサリー ペンダント 水 ６月 23 日 19:00 ～ 21:00 １回 ８人 600 円 －

トール
ペイント リモコンケース 水 ６月９・16 日 19:00 ～ 21:00 ２回 8 人 900 円 －

チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

☎（955-4556）人権文化センター講座生募集

 陵南の森生きがい情報センター

　受講者一人に対して一人の講師が専
属で親切丁寧に、指導します。
　パソコンに不安をお持ちの方でも受
講していただけます。（ビスタにも対応）

〔ワードの基礎から応用コース〕　
　文字入力・文書作成・はがき作成・
表作成・編集・その他

〔エクセルの基礎から応用コース〕　
　文字入力・データ作成・グラフ作成・表計算・
関数・家計簿作成・文書作成・その他

〔デジカメコース〕　
　デジカメ写真をパソコンに取り込
み、写真はがきを作成する

〔インターネットコース〕　
　ウェブサイトの見方、検索・メール
の送受信
日程　週1 回２時間全５回　
　※ただし５月１日～５日は除く
　（デジカメコース・インターネットコ
　 ースは全１回２時間）
時間　各コース  ※金曜日は午前のみ
　①９:30～11:30 ②12:30～14:30
   ③15:00 ～17:00
費用　10,000 円テキスト込み
　（デジカメコース・インターネットコ
　 ースは2,000 円テキスト込み）
会場　陵南の森生きがい情報センター
申込　随時（平日９:30 ～ 17:00）
問合せ　陵南の森生きがい情報センター内 
　河内飛鳥UNIC会　☎ 931-1900  

 マンツーマン・パソコンセミナー

知的障がい者（児）南河内レクリエーション大会
　大阪府立金剛コロニーにて知的障がいのある方を対象にゲームやオリエンテー
ションを実施します。
日時　６月５日㈯　10:00 ～14:30　※市役所別館正面玄関 ９:00 集合
　　　市役所 15:00頃解散　マイクロバスで会場まで送迎します。
場所　大阪府立金剛コロニー セルプ広場　※雨天時は金剛コロニー内の体育館
対象　市内在住の知的障がいのある方およびその家族、支援者
定員　先着順 25人　※定員には家族、支援者も含みます。
費用　大人500円　子ども250円
持物　飲み物、上履き　※昼食はカレーライスを用意しています。
申�込　はがき・封書にて①全員の氏名（本人、家族、支援者を分かるように明記）
　　②性別③年齢④住所⑤連絡先を明記の上、下記の申込先へ。（直接窓口
　　での申込も可能です。）

問�合せ　〒583-8585（住所記入不要）羽曳野市福祉支援課河南レクリエーション
窓口（市役所別館１階４番窓口）　福祉支援課総務担当　内線1211

こころがふれあう街の子育てルーム子どもの一時預かり『白花たんぽぽ』見学会
　お母さん、お父さん、子どもさんと一緒にあそびに来てください。
　病院・美容院・カルチャーセンター等に行きたい。預かってくれる所があれ
ばと探しておられる方はいらっしゃいませんか。子育てルーム『白花たんぽぽ』
では一時間からでもお預かりいたします。
　シルバー人材センターの会員が一生懸命お手伝いします。
対　象　満１歳～５歳（就学前）
場　所　こころがふれあう街の子育てルーム
　　　　『白花たんぽぽ』古市１丁目１-18
日　時　５月10日㈪・11日㈫　
　　　　９:00～17:00
問合せ　㈳羽曳野市シルバー人材センター
　　　　☎ 959-0555　

白鳥神社

『白花たんぽぽ』

古市小学校古市小市小学校

近 

鉄　

古
市
駅
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講　座

「ちはや星と自然のミュージアム」
のイベントのご案内　

〔体験！ネイチャーゲーム〕
日時　５月３日㈷　10:30 ～12:00、
　13:30 ～15:00
定員　各回15人
費用　ひとり500円

〔月と土星の観察〕
対象　ちはや園地宿泊者
日時　５月22日㈯  19:30～21:00
定員　15人
費用　ひとり500円

〔初心者のための野鳥観察会〕
日時　５月29日㈯　９:30～12:00
定員　30人
費用　ひとり500円
持物　あれば双眼鏡
問合せ ちはや星と自然のミュージアム
　☎ 0721-74-0056
宿泊の問合せ　
　香楠荘　☎ 0721-74-0321 

初心者・シニアの方中心の楽しいパソコンサークル　ステップ　
　5月度の講座内容は下記の通りです。（★は同じ講座内容になります）
今月より初心者向けの『パソコン入門講座』（５回）もあわせて参加者募集いたします。
電源を入れるところから、一緒に楽しく学習しましょう。ゆっくり丁寧にご指導致し
ますので安心して受講頂けます。

　※パソコン入門講座  〔４回目〕６月１日㈫ 15:00 ～17:00　
            　　      　  〔５回目〕６月８日㈫13:00 ～15:00になります。
費用　１回 900円（パソコン入門講座に限り テキスト代 500円別）
定員　午前・午後　各16人　先着順で定員になりしだい締切らせていただきます。
場所　LICはびきの　小会議室　A・B・Cいずれかになります。
持物　ノートパソコンをご持参ください。レンタル可（要予約）
申込　パソコンサークル　ステップ　山田 智子　☎ 090-6608-5799

日　時 内　容
初級

５月７日㈮ 
A 教室

10:00 ～ 12:00    Excel　住所録　★
初級 13:00 ～ 15:00    Word　テキストボックス
初級 15:00 ～ 17:00    パソコン入門講座　１回目
初級 ５月 11 日㈫

B 教室

10:00 ～ 12:00    Excel　関数①

初級 13:00 ～ 15:00    パソコン入門講座　２回目

応用 ５月 15 日㈯ 
A 教室

10:00 ～ 12:00    Word　メニューを作ってみよう

応用 13:00 ～ 15:00    Word　簡単！カレンダー作成

初級 ５月 18 日㈫
C 教室

10:00 ～ 12:00    Excel　関数②

初級 13:00 ～ 15:00    Word　暑中見舞いはがき作成　★

初級
５月 28 日㈮

Ｃ教室

10:00 ～ 12:00    Word　暑中見舞いはがき作成　★
初級 13:00 ～ 15:00    Excel　住所録　★
初級 15:00 ～ 17:00    パソコン入門講座　３回目

大阪府立近つ飛鳥博物館　平成 22 年度春季特別展
　　　　　　「継体大王の時代　―百舌鳥・古市古墳群の終焉と新時代の幕開け―」開催
　今回の特別展では、「継体大王の時代」にスポットをあて、国家形成への歩みを強めていく時代とその特質について最新の考
古学の成果を中心に紹介します。 その他、継体大王ゆかりの地から当時の様相をうかがう出土品を展示します。
主な展示品
　●画文帯神獣鏡　川西市勝福寺古墳（６世紀前半）　川西市教育委員会 蔵
　●魚佩（ぎょはい）羽曳野市峯ヶ塚古墳（５世紀末～６世紀初）　羽曳野市教育委員会 蔵
　●広帯二山式冠（復元品）　高島市鴨稲荷山古墳（６世紀前半）　滋賀県立安土城考古博物館 蔵
　●三葉文楕円形杏葉【重要文化財】　嘉穂郡桂川町桂川王塚古墳（６世紀前半）　桂川町 蔵
　●棘葉形杏葉【国宝】　生駒郡斑鳩町藤ノ木古墳（６世紀前半）　文化庁 蔵 / 奈良県立橿原考古学研究書所附属博物館 保管
　このほか
　○福岡県八女市岩戸山古墳（６世紀前半）
　　武装石人【福岡県指定有形文化財】　正福寺 蔵 /岩戸山歴史資料館 保管
　　石馬【重要文化財】　八女市 蔵　なども展示いたします。
特別展に関連する講演会（４回）、シンポジウム、歴史ウォークなども開催いたします。
開催期間 　４月24日㈯～６月27日㈰まで　　　開館時間 　10:00 ～17:00（入館は16:30 分まで）
休 館 日 　毎週月曜日（ただし５月３日の祝日は開館します。）
入 館 料 　一般 600円 / 65 才以上・高・大学生400円 /中学生以下・障がい者手帳をお持ちの方（介助者を含む）は無料
アクセス 　近鉄長野線「喜志」駅または「富田林」駅下車、金剛バス「阪南ネオポリス」行き終点下車、徒歩約600ｍ
　　　　   駐車場あり（普通車 80台。大型バス５台。無料）
問 合 せ 　大阪府立近つ飛鳥博物館　☎ 0721-93-8321　　
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羽青指キャンプ 2010 ≪ in Yamazoe ≫
　羽曳野市青少年指導員連絡協議会は上記の事業を開催するにあたり、次のとお
り参加者を募集します。
開催日程　７月24日㈯～25日㈰
開催場所　奈良県山添村　
　　　　　羽曳野市生涯学習施設東豊館
集合時間　７月24日　10:00（集合出発）
帰着時間　７月25日　17:00（予定）
集合場所　羽曳野市役所　議会棟下駐車場
応募資格　次の２つの条件を満たす人
　　　　　① 羽曳野市内在住・在学の
　　　　　　 中学生および小学校５・６年生で夏の暑さに対応できる人。　
　　　　　② 参加費を平成 22年７月９日㈮までに羽曳野市教育委員会社会教
　　　　　　 育課まで持参できる人。
応募特記事項
　　　　・５人以内でのグループ、個人の申込も可とします。
　　　　・応募者多数の場合は抽選となります。（抽選日６/15 ㈫）
　　　　　当選者には、６/18 ㈮までに通知します。
　　　　・募集人数　約40人
参 加 費   １人 2,000円
持　　物　お米２合と７月24日㈯ 当日の昼食用お弁当持参。
キャンセル　参加費等については返金いたしません。ただし荒天・主催者事情に
　　　　　よる中止の場合全額返金します。
内　　容　野外キャンプ体験、レクリエーション、その他
申込方法　はがき、メール、ファクスのいずれかでお申し込みください。
申込期限　６月11日㈮　同日消印有効
記載事項　住所・参加者氏名・保護者氏名・電話番号・年齢・学校・学年・
　　　　　性別・生年月日
申 込 先 　〒583-8585　
　　　　　羽曳野市教育委員会社会教育課内青少年指導員連絡協議会事務局宛
　　　　　☎　958-1111（内線4452）　ＦＡＸ 956-7196
　　　　　E-mail：shakaikyouiku@city.habikino.osaka.jp
主　　催　羽曳野市青少年指導員連絡協議会

写真は 2009 年度開催の様子です

パソコンクラブへのお誘い
日時　毎月５回～６回
場所　モモプラザなどの公共施設
費用　１回300円～500円
　　　（別途場所代必要）
問合せ　パソコンクラブ“はびきのうぇぶ”
　泉　☎ 090-9168-0562
　http://www.kinkiweb.net/habikinoweb/

グラウンド・ゴルフ大会のお知らせ
第14 回　羽曳野オープン杯大会
日時　６月20日㈰
　　  （小雨決行、雨具携行）
場所　グレープヒル スポーツ公園
費用　１人　1,000円
定員　先着350人
申込　５月15日締切
問合せ　後藤　☎ 953-6943
主催　羽曳野市、南大阪G&G

点字教室受講生の募集
　視覚障がい者の福祉に理解と熱意の
ある方を対象に点字教室を開催します。
日時　６月18日～10月１日　
　毎週金曜日（15回、８/13を除く）
　19:00 ～20:30
会場　市役所別館　研修室１・２
対象　市内在住・在勤・在学者
定員　先着20人
　（定員になりしだい締切）
費用　テキスト代 500円
　※点字器は貸し出します。
申込・問合せ　５月７日㈮～
　電話または直接福祉支援課へ
　内線1211　ＦＡＸ 957-1238

大阪菊花会菊花講習会
　大阪菊花会主催の菊づくり講習会はどなたでも参加できます。
会場　陵南の森総合センター　時間　13:00 ～　費用　講習会無料

問合せ　大阪菊花会・花川　携帯 090-3275-6360　☎ 955-2188 　　　　
　　　   みどり公園課　　☎ 958-1111　内線 2420

講習日と内容

第３回 ５月 30 日㈰ 大菊三枝誘引・大鉢定植・だるま作り・他

第４回 ７月 11 日㈰
大菊真夏の管理・柳芽の処置・肥料追い込み・

蕾の選定・だるま作り・福助・作り他

　　大菊苗販売　５月 30 日㈰  講習会終了後（陵南の森  藤棚の下）

　　福助苗販売　８月１日㈰  13:00 ～ （陵南の森  藤棚の下）

小児鍼体験会
　やさしいスキンタッチで子どもたち
に健康を。
日時　５月20日㈭　13:30 ～15:00
会場　保健センター ２階
申込　当日会場にて
問合せ　はびきの鍼灸マッサージ師協会
　☎ 958-5764



33−はびきの　2010.5.1−

市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.osaka.jp

スポーツ

はびきのコロセアム
５月の主な行事予定

日 程 会 場 内 容

１日㈯  メイン
 アリーナ 大阪卓球協会　小中学校卓球大会

２日㈰
３日㈷

 メイン
 アリーナ 大阪高等学校バスケットボール

選手権大会
兼インターハイ予選 サブ

 アリーナ

５日㈷  サブ
 アリーナ 卓球連盟　ウーマンリー大会

８日㈯

 メイン
 アリーナ 大阪高等学校バスケットボール

選手権大会
兼インターハイ予選　

 サブ
 アリーナ

９日㈰

 メイン
 アリーナ 母の日ファミリーバレーボール大会

 サブ
 アリーナ 卓球連盟　レイティング大会（硬式）

14 日㈮

 メイン
 アリーナ

卓球連盟　レイティング大会
（ラージボール）

 サブ
 アリーナ

全日本学生個人ウエイトリフティング
選手権大会

15 日㈯
 サブ
 アリーナ

全日本学生個人ウエイトリフティング
選手権大会

16 日㈰

 メイン
 アリーナ 卓球連盟　ランク別リーグ戦

 サブ
 アリーナ

全日本学生個人ウエイトリフティング
選手権大会

23 日㈰  サブ
 アリーナ

第９回東関西大会（武心會）
空手道

28 日㈮
29 日㈯
30 日㈰

 メイン
 アリーナ

全日本ウエイトリフティング
選手権大会

健康ふれあいの郷グラウンド・ゴルフ場整備予定地における土砂の搬出
について（お知らせ）
　５月中旬より、健康ふれあいの郷グラウンド・ゴルフ場整備予定地の土砂を搬出
します。この土砂搬出にともない、駐車場および通路部分の利用ができなくなり、駐
車スペースの場所が変更となりますのでご注意ください。
　なお、５月１日㈯～８月31日㈫までの間、サマータイム期間として７:00 ～
19:00までの営業となります。
　土砂搬出にともない、利用者の皆様方には大変ご迷惑をおかけいたしますが、係
員の指示に従っていただき、事故などに十分ご注意いただきますよう、よろしくお願
します。
※詳細については、管理事務所またはスポーツ振興課までお問い合わせください。
問合せ　管理事務所　☎ 950-6611、　スポーツ振興課　内線4411・4412

ソフトテニス同好会　部員募集
　初心者・経験者にかかわらず、お気軽に連絡ください。
日　時　毎週日曜日　午後から　　　場　所　羽曳野中学校・高鷲中学校
問合せ　ソフトテニス同好会（渡辺）　 ☎ 953-5318

羽曳野市卓球連盟
ランク別リーグ戦の参加者募集
日時　５月16日㈰　９:00～
会場　はびきのコロセアム
種目　男女シングルス
費用　1,500 円
申込　５月４日㈷までに木本へ（先着順）
　　　ＦＡＸ 953-4639

市施設管理公社主催　平成 22 年度 第１回ヤングシルバー卓球大会
日　　時　６月16日㈬　９:30 受付
会　　場　市民体育館（西浦）
参加部門　60歳以上の男・女別 個人戦
対　　象　60歳以上の男・女　（市民大会入賞者を除く、市外の方でも参加可能）
定　　員　男性15人　女性15人　計30人程度（先着順）
　　　　　※定員になりしだい締切ります。
費　　用　1,000円（保険料含む）
申　　込　５月６日㈭～６月９日㈬　市民体育館（西浦）  ＦＡＸ可
問 合 せ   市民体育館　☎ 958-2340

市民プールアルバイト募集
　希望者は、履歴書（３カ月以内に撮
影した写真添付）および、身分を証明
出来る物を持参して、市民体育館（西浦）
事務所までお越しください。
対象　18歳～（高校生を除く）
期間　７月10日㈯～８月31日㈫
勤務時間　９:00～18:00
申込　５月１日㈯～27日㈭
問合せ　市民体育館（西浦）　
　☎ 958-2340
　※�７月３日㈯12:00 ～18:00のプー
ル説明会および救急救命講習会の
出席が無ければ採用できません。

　第31回羽曳野市民総合体育大会（羽曳野市・市教育委員会・市体育協会・
市中学校体育連盟主催）は、８月30日から平成22年３月21日まで10
種目に分かれて、はびきのコロセアムや駒ヶ谷テニスコート、石川スポーツ
公園等で熱戦が繰り広げらました。２月、３月中に行われた競技の入賞者の
皆様を紹介します。（敬称略）

種 目 部 門 性 別 優 勝 準優勝 ３ 位 ３ 位

ソフトテニス 中学生

男子
吉岡　亮哉 川西　航平 濱田　義斗 岸本　匡史

井関　翔太 飯田　浩基 東田　拓哉 川西　信行

女子
長尾　亜希 竹澤　朱璃 三好　夏未 内海　里緒

宇谷　菖 南野　梓 三谷　優依 久保　瞳

バレーボール 高校・一般
男子 無重力ピエロ ― ― ―

女子 たちばな ― ― ―

サッカー 中学生 男子 峰塚中学校 誉田中学校 河原城中学校 ―

バスケット
ボール

高校・一般
男子 ＥＬ．ＤＲＡＧＯＮ ＰＩＮＫ　ＰＡＮＴＨＥＲ ボラーズ ピンク　ブロッコリー

女子 ランダム Ｌａｄｙ　Ｄｅｖｉｌ Ｇｒｅｅｎ　Ｇｏｒｉｌｌａ 大黒天

第３1 回  市民総合体育大会
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広 

告

剣道を一緒に始めませんか
　一度見学におこしください。
　随時、見学・体験可能
練習日・場所　　　
　月・木・金曜日…埴生南小学校
　火・水・土曜日…恵我之荘小学校
時間　19:00 ～
対象　小学1年～３年生
問合せ　剣竜会（松本）  ☎ 953-3444

羽曳野市テニス連盟主催
第 37 回連盟大会　参加者募集
日時　男子 ５月30日㈰　９:00開始
　女子　６月６日㈰　９:00開始
　（雨天共通予備日　６月13日・20日）
会場　駒ヶ谷テニスコート
対象　市内在住・在勤の方（学生を除く）
費用　1組3,000円（連盟加盟団体
　所属の方は2,500 円）
申込　５月７日㈮までにスポーツ振興課、
　コロセアム、市民体育館（西浦）へ
問合せ　松井　☎ 956-6957

第 29 回羽曳野市長杯ゲートボール大会
日時　５月26日㈬　８:00 受付
　　　※予備日27日㈭
会場　陵南の森運動広場
対象　羽曳野市民であること
チーム編成　
　１チーム５人以上７人以内（男女構成
比は自由）
申込　５月７日㈮までにスポーツ振
　興課に所定の用紙を提出。
　※５月14日㈮10:00に市役所別
　　館３階で抽選会を行います。
　　  （スポーツ振興課　内線 4412）

第 35 回羽曳野市バドミントン連盟杯大会
日時　６月13日㈰　 ９:00 〜　会場　はびきのコロセアム
対象　市内在住・在勤の方、市バドミントン連盟に加盟のクラブ員、連盟が認めた方
部門　 一般男子シングルス（社会人、学生）
　　　 一般男子ダブルス１部（社会人、２部優勝者、学生）
　　　 一般男子ダブルス２部（社会人、経験２年以下の学生）
　　　 A－ミックスダブルス１部（どちらかが１部のときは１部　学生不可）
　　　 B－ミックスダブルス２部（学生不可）
　　　 一般女子シングルス（社会人、家庭婦人、学生）
　　　 一般女子ダブルス１部（社会人、家庭婦人２部優勝者、学生）
　　　 一般女子ダブルス２部（社会人、家庭婦人３部優勝者、学生）
　　　 一般女子ダブルス３部（家庭婦人で経験３年以下、経験２年以下の学生）
　　　 なお、シングルスとミックスダブルスは、兼ねられません。
費用　連盟登録者・学生・・・ １人1,000 円
　　　連盟未登録者・・・・・１人1,500 円
申込　６月１日㈫ までに市役所別館３階スポーツ振興課、はびきのコロセアム、
　　　市民体育館（西浦）へ。ファクスも可

平成 22 年度大阪教育大学公開講座募集（先着順）

申込・問合せ　郵便物またはファクス。以下の項目を明記してください。
　　　①受講希望の講座名　　　⑤郵便番号・住所
　　　②氏名（ふりがな）　　      ⑥電話番号
　　　③年齢　　　　　　　　　⑦職業
　　　④性別
　　　〒582-8582　柏原市旭ヶ丘４-698-1
　　　大阪教育大学学術連携課地域連携係　
　　　ＦＡＸ 072-978-3554
　　　☎ 072-978-3581（平日、㈪～㈮の９:00～12:00、13:00 ～16:00）

講 座 名 募集期間 実施時期 対　象 定 員 開  講
キャンパス

ファシリテーション・ボール・メソッド
の基礎と実践講座－障害児の自立活動
に役立つ教育的アプローチ

５/10 ～
　６/ ４

７/ ３ 教員・療育担当者の方 30 人 天王寺

書道講座 －篆書・基礎５－ ５/10 ～
    ６/ ４

７/ ３・４  一般の方 15 人

柏原
美術実技講座－彫刻制作に挑戦しよう－

５/17 ～
  ６/18

７/17 ～
11 月中旬

彫刻制作に挑戦しよ
うと意欲のある中高
生から一般の方

10 人

美術実技講座－絵画を楽しむ－
５/24 ～

  ６/25
７/26
～ 30

絵画に親しむ一般
の 方（ 小・ 中・ 高
生も含む）

25 人
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相　談 開　催　日 時　間 会　場 予　約 ・ そ　の　他

法律相談

11 日 ･18 日
･25 日 ㈫

13:30 〜 16:30
市役所１階　市民相談室 開催日の前週の金曜日、９:00 ～専用電話にて先着順で予約を受付

けます。専用電話（☎ 957-4000）
1 日あたり定員８人。相談時間は 20 分。６日 ･20 日㈭ 陵南の森総合センター

行政相談 12 日㈬ 13:00 〜 15:00 市役所１階　市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。

人権相談 21 日㈮ 14:00 ～ 16:00 市役所別館３階　会議室 予約不要。直接お越しください。

女性相談
（第４水曜日）

26 日㈬ 13:30 〜 16:30 市役所１階　市民相談室(電話・面接) 離婚、介護、子育ての悩み、女性の身体や性に関する悩みなど。
予約は随時受付けます。（☎ 958-1111　内線 1055）

消費生活相談
毎週㈪㈬㈮

［㈷は除く］
10:00 〜 15:00
※㈬は 14:00 まで

市役所２階　消費生活相談室
産業振興課に予約。電話でも相談可能。

（☎ 958-1111　内線 2780）

障害者生活相談

毎日

［㈯㈰㈷は除く］

９:00 〜 17:30 障害者総合支援センターはる 身体または知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関する
ご相談。（☎ 957-1607　 ＦＡＸ 957-1604）

８:45 〜 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障がい児の方のご相談。（☎ 950-1530　ＦＡＸ 950-1531）

９:00 〜 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障がい者の方のご相談。（☎ 953-0519　ＦＡＸ 953-0567）

毎日
［㈯㈰㈷年末年始は除く］

９:00 〜 16:00 相談支援センターホープ 精神障がい者の方のご相談。（☎ 957-2175　FAX 957-2176）

障害者雇用相談 20 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館１階　相談室 福祉支援課に予約。( ☎ 958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 957-1238）

育児相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 〜 17:00 保健センター まずは電話でご相談ください。（☎ 956-1000）

教育相談 ７日 ･21 日㈮ 10:00 〜 16:00 青少年児童センター 電話でも相談可能。（☎ 952-0032）

教育相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
10:00 〜 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） まずは電話でご相談ください。（☎ 958-7867）

家庭児童相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 〜 17:00 市役所別館　子育て支援課 子育て支援課に予約してください。（☎ 958-1111　内線 1250）

母子家庭相談 毎週火・金曜日 ９:00 〜 17:00 市役所別館　子育て支援課 子育て支援課に予約してください。（☎ 958-1111　内線 1224）

育児・子育て・
児童相談

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00 〜 17:00
子育て支援センター
ふるいち ・ むかいの

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-3308）

総合相談 12 日 ･19 日㈬ 13:00 ～ 16:00 人権文化センター
人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要。電話または直接
お越しください。開催日以外でも平日随時受付。

（地域人権協議会　☎ 937-0860）

若者自立の
ための無料相談

21 日㈮ 14:00 ～ 17:00 羽曳野市市民会館３階　第５会議室 まずお電話でご相談ください。（神須学園室生館　☎ 0745-92-5566)

心配ごと相談
６日・20 日㈭

13:00 〜 16:00
市役所別館２階  ボランティアセンター

予約不要。直接お越しください。民生委員の皆さんが、あらゆる
ご相談に応じます。（社会福祉協議会　☎ 958-2315）

13 日・27 日㈭ 社会福祉協議会 西部事務所

ボランティア相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 〜 17:30 市役所別館 1 階  ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所） 予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

総合福祉相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 〜 17:30

市役所別館 1 階  ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

社会福祉協議会 西部事務所 まずは電話でご相談ください。 （☎ 953-8067）

介護相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 〜 17:30 市役所別館 1 階  ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所） 予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

学習相談
毎日

［㈷は除く］
９:00 〜 17:00 LIC はびきの１階   市民大学 （☎ 950-5503･ ＦＡＸ 950-5650) 市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 18 日㈫ 13:00 〜 16:00 市役所４階   農業委員会事務局 前日までに予約。先着３人。（☎ 958-1111　内線 4710）

地域就労相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 〜 17:00 地域就労支援センター

（人権文化センター内）

（☎ 937-0860）または直接お越しください。
※市役所地域就労支援センターでは、ハローワークインターネット
　サービスによる情報提供もしていますので、ご利用ください。

相　談 開　催　日 時　間 予　約  ・  そ　の　他

青少年相談コーナー
（16～おおむね25歳）

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもり等）を専
門の担当者がお受けします。（☎ 0721-25-1172）

青少年本人専用相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
16:00 〜 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者が☎（06-6946-0003）と E メール（ssl@yso.or.jp）でお受けします。

 ５月の相談の日程  お気軽にご相談ください（すべて無料です）
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市民のページ 市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.osaka.jp

手芸教室　無料体験
①編み物体験「ポットホルダー」
日時　６月１日㈫・15日㈫　
　　　13:00 ～15:00
②パッチワーク体験「ポーチ」
日時　６月１日㈫・15日㈫　
　　　15:00 ～17:00
費用　①②ともに材料費実費
会場　LICはびきの　３階
問合せ　クラフトさくら　松井
　☎ 952-1012
　携帯 090-5058-9683　　

ふるさと夢プラン　にんにくの蕾摘み
楽しい農業体験学習会
日時　５月30日㈰　９:00～14:00
　上の太子駅　南側集合
場所　飛鳥地区
その他　各自弁当持参
問合せ　植田　☎ 958-8021　

第10 回羽美協会員展
　油彩、水彩、ガッシュ画、出品作
品約150点
日時　５月22日㈯～25日㈫　
　９:30～21:00（初日は10:30より、
　最終日は16:00まで）
会場　LICはびきの １階 アトリウム
　※駐車２時間まで無料
問合せ　浅田　☎ 958-8371

第８回 羽曳野写真連盟　合同写真展
日時　５月28日㈮～６月３日㈭
場所　LICはびきの １階 アトリウム
問合せ　事務所　前田　
　☎ 958-8686　

使い道、累計などについては、市ウェブサイトをご覧ください。

ご寄付（ふるさと納税など）ありがとうございます。
あたらしい道  神光苑　様　　 
北橋　数弘 　様　　 酒井　豊　 　様　　鎌田　孝司 　様
北村　修一 　様 　　妻谷　彰彦 　様　　 
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〒583-8585　羽曳野市誉田4-1-1
羽曳野市議会事務局　℡.072-958-1111
http://www.city.habikino.osaka.jp/info/051/index.html
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発行・羽曳野市議会　編集・市議会だより編集委員会発行・羽曳野市議会　編集・市議会だより編集委員会

１　 　　3月定例会
       　　議案審議
             編集委員会より
２～６ 　各会派代表質疑
            
　　　　

平
成
22
年
第
1
回
定
例
会
報
告

　

市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る

　
　

各
会
派
代
表
に
よ
る
質
疑

1

○
条
例
制
定
及
び
条
例
の
一
部
改
正
を
可
決

　

生
活
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
や
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
な
ど
12
件
の
条
例
を
可
決
し

ま
し
た
。

○
平
成
21
年
度
各
補
正
予
算
を
可
決

　

一
般
会
計
で
は
、
補
正
８
号
が
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程
さ
れ
、

総
額
４
１
３
億
４
０
５
５
万
７
千
円
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
と
畜
場
、
財
産
区
、
公
共
下
水
道
、

老
人
保
健
、
介
護
保
険
、
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷

事
業
、
土
地
取
得
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会

計
の
各
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
平
成
22
年
度
各
当
初
予
算
を
可
決

　

一
般
会
計
で
は
、
総
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３
９
５
億 

４
３
６
４
万
９
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前
年
度
比
13 

．
８
％

の
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７
４
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５
４
７
５
万
７
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％
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。

○
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案
・
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等
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詳
細
は
次
号
に
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す
。 議
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審
議

3
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会
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成
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第
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会
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月
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日
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で
31
日
間
の
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催
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ま
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た
。
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５

会
派
の
代
表
質
疑
、
条
例
の
一
部
改
正
、
平

成
21
年
度
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
の
補
正

予
算
及
び
平
成
22
年
度
一
般
会
計
・
各
特
別

会
計
な
ど
35
件
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書
２
件
を
審

議
し
ま
し
た
。
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議
案
を

各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
審
査
し
ま
し
た
。
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回
６
月
号
に
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

毎
年
５
万
人
を
超
え
る
来
場
者
で
賑
わ

う
『
は
び
き
の
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
白

鳥
伝
説
は
び
き
の
祭
）』
が
５
月
５
日
（
祝
）、

峰
塚
公
園
周
辺
特
設
会
場
に
て
開
催
さ
れ

ま
す
。
今
年
も
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
で

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
楽
し

い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
　

田
仲　

基
一　
　

花
川　

雅
昭

　
　

秋
田　

栄
一　
　

松
村　

尚
子

　
　

嶋
田　
　

丘　
　

笹
井
喜
世
子　
　

　
　

岩
田
賢
二
郎

庭鳥塚古墳　鏡出土状況
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黒
川
　
実
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

●
質
疑　

教
育
施

設
の
耐
震
化
に
つ

い
て
、
臨
時
交
付

金
で
耐
震
診
断
・

工
事
が
進
む
が
、

進
捗
状
況
は
。
ま

た
、
優
先
順
位
は
あ
る
か
。

●
市
長　

今
年
度
小
・
中
学
校
28
棟
の
耐
震

補
強
と
古
市
小
の
校
舎
増
築
工
事
が
完
了
す

る
と
耐
震
化
率
は
67
.
3
％
に
な
る
。
９
月

頃
の
２
次
診
断
の
結
果
で
計
画
を
策
定
し
方

向
を
決
め
た
い
。

●
要
望　

優
先
順
位
を
見
き
わ
め
て
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
。
特
に
誉
田
中
に
つ
い
て

は
今
年
１
学
期
中
に
方
向
性
を
打
ち
出
す
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
早
急
に
お
願
い
し
た

い
。

●
質
疑　

教
育
施
設
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

は
、
安
全
管
理
員
の
代
わ
り
な
の
か
。

●
市
長　

府
は
21
年
度
よ
り
交
付
金
化
し
て

お
り
22
年
で
廃
止
の
予
定
。
交
付
金
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
全
小
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
。
安
全
管
理
員
に
代
わ
る
と
は
思
わ

な
い
が
、
少
し
で
も
抑
止
効
果
に
な
れ
ば
。

●
要
望　

何
が
安
全
か
を
考
え
、
地
域
の
意

見
と
協
力
に
よ
る
施
策
展
開
を
。

●
質
疑　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
と
市
民
公
益

活
動
セ
ン
タ
ー
の
設
置
場
所
と
担
当
課
は
。

住
民
の
声
を
入
れ
、活
か
し
て
行
く
考
え
か
。

●
市
長　

併
設
で
埴
生
小
学
校
東
側
用
地
を

予
定
。
市
民
公
益
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
本
庁

１
階
口
ビ
ー
に
事
務
局
が
あ
る
準
備
委
員
や

市
民
の
声
を
聞
き
準
備
を
進
め
て
い
る
。
担

当
は
市
民
人
権
部
。
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は

生
活
環
境
部
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
一
つ

の
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
予
定
。

●
要
望　

リ
サ
イ
ク
ル
、ご
み
削
減
を
行
い
、

未
来
に
向
け
良
い
環
境
を
つ
く
り
、
人
が
集

ま
る
施
設
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

●
質
疑　

構
想
に
基
づ
き
古
市
駅
周
辺
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
促
進
す
る
が
、
駅
周
辺
の

歩
道
は
商
品
や
看
板
が
あ
り
住
民
、
特
に
車

い
す
の
方
に
迷
惑
。
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

●
市
長　

近
鉄
は
駅
舎
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

多
機
能
ト
イ
レ
等
を
設
置
予
定
。
本
市
は
駅

舎
と
旧
１
７
０
号
を
結
ぶ
歩
行
者
専
用
通
路

を
整
備
。
ソ
フ
ト
面
も
必
要
で
、
高
齢
者
や

障
害
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
意
識
の
醸
成
、
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
の
向
上
に
向
け
、
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
施
設
管

理
者
に
も
働
き
か
け
て
い
く
。

●
要
望　

古
市
駅
前
の
現
状
を
理
解
し
、
市

民
の
声
を
入
れ
近
鉄
と
協
議
を
行
い
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
促
進
に
努
め
て
も
ら
い
た

い
。

●
質
疑　

府
営
古
市
住
宅
建
て
か
え
に
伴

い
、
今
年
度
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
行
う

が
、
市
長
は
い
つ
完
成
さ
せ
た
い
の
か
。
道

路
の
用
地
買
収
で
残
地
が
出
来
た
時
の
対
応

は
。

●
市
長　

ア
ク
セ
ス
道
路
は
古
市
住
宅
か
ら

南
阪
奈
道
路
側
道
区
間
で
、
幅
員
12
ｍ
、
両

側
歩
道
を
設
置
。
現
在
、
測
量
設
計
を
実
施

し
て
お
り
、
極
力
残
地
の
発
生
が
な
い
様
に

し
て
い
る
。
建
て
か
え
に
つ
い
て
は
、
早
期

事
業
化
が
図
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

●
要
望　

府
営
住
宅
、
市
営
住
宅
は
早
く
建

て
か
え
て
も
ら
い
た
い
と
住
民
は
願
っ
て
い

る
。
市
営
住
宅
は
雨
が
降
れ
ば
常
に
間
題
が

起
き
る
こ
と
か
ら
、
安
心
・
安
全
の
た
め
に

も
府
営
住
宅
と
と
も
に
お
願
い
す
る
。

●
質
疑　

八
尾
富
田
林
線
の
整
備
が
進
む
な

か
、
河
原
城
駒
ヶ
谷
線
か
ら
南
阪
奈
道
路
の

区
間
は
未
着
手
で
あ
る
が
、
河
原
城
中
学
校

か
ら
羽
曳
が
丘
へ
の
既
設
道
路
と
の
接
続
は

ど
う
な
る
の
か
。
工
事
期
間
中
、
利
用
で
き

る
の
か
。

●
市
長　

現
在
、
府
で
未
着
手
区
間
の
用
地

買
収
を
進
め
て
お
り
、
既
設
道
路
と
の
接
続

は
市
道
の
区
域
の
変
更
、
認
定
、
廃
止
を
伴

う
こ
と
か
ら
、
管
理
者
と
の
交
差
点
協
議
が

必
要
で
あ
る
が
、
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
。
今

後
、
機
能
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、

地
元
の
要
望
に
も
合
う
よ
う
に
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
。

●
要
望　

隣
接
す
る
町
会
の
意
向
も
踏
ま
え

早
期
着
工
を
お
願
い
す
る
。

●
質
疑　

峰
塚
公
園
は
夜
間
大
変
暗
く
、
子

供
た
ち
が
集
ま
り
園
内
を
単
車
で
走
っ
て
い

た
。
苦
情
や
犯
罪
の
場
に
な
る
お
そ
れ
も
あ

る
が
、
管
理
棟
の
整
備
は
ど
う
す
る
か
。

●
市
長　

峯
ヶ
塚
古
墳
の
景
色
に
合
う
高
床

式
の
建
物
で
事
務
室
、
学
習
室
等
を
予
定
。

あ
わ
せ
て
防
犯
上
必
要
な
放
送
設
備
や
防
犯

カ
メ
ラ
、
災
害
時
の
電
力
源
に
な
る
ソ
ー
ラ

ー
設
備
、
か
ま
ど
と
し
て
利
用
で
き
る
ベ
ン

チ
、
ト
イ
レ
用
雨
水
貯
水
設
備
を
予
定
。

●
要
望　

犯
罪
が
な
い
よ
う
防
犯
対
策
に
も

一
層
努
め
て
も
ら
い
た
い
。
峰
塚
公
園
や
道

の
駅
で
自
然
と
ふ
れ
あ
う
場
所
や
音
楽
な
ど

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
の
場
と
し
て
の
利

用
も
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

●
質
疑　

施
政
方
針
で
は
本
市
指
定
業
者
の

事
は
述
べ
て
な
い
が
、
不
況
で
融
資
が
受
け

に
く
い
と
聞
く
。
公
共
事
業
は
40
％
前
払
い

金
、
60
％
が
終
了
後
で
苦
し
い
。
国
は
建
設

業
に
資
金
調
達
の
円
滑
化
を
支
援
す
る
た

め
、
地
域
建
設
業
経
営
強
化
融
資
制
度
を
創

設
。
本
市
導
入
の
考
え
は
。

●
市
長　

内
容
を
検
討
し
て
ぜ
ひ
前
向
き
に

考
え
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

前
向
き
に
取
り
組
む
と
聞
き
、
制

度
の
早
期
導
入
を
強
く
要
望
す
る
。

●
質
疑　

国
民
健
康
保
険
を
利
用
し
て
な
い

方
に
報
奨
金
制
度
の
考
え
は
。
保
険
証
偽
造

防
止
ホ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
て
は
。

●
市
長　

報
奨
金
制
度
は
な
い
が
記
念
品
を

贈
呈
し
て
お
り
、
今
後
、
健
康
ま
つ
り
で
の

表
彰
も
検
討
す
る
。
保
険
証
の
カ
ー
ド
化
の

時
に
コ
ピ
ー
す
る
と
隠
し
文
字
が
出
る
仕
組

み
を
導
入
し
て
い
る
。
ホ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
。

●
質
疑　

障
害
者
基
本
計
画
見
直
し
と
は
。

●
市
長　

政
権
交
代
に
よ
り
25
年
８
月
に
障

害
者
自
立
支
援
法
の
廃
止
が
予
定
さ
れ
て
い

る
な
ど
、
障
害
者
施
策
に
よ
り
環
境
が
大
き

く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
23
年
度
策
定
の
第
２

期
障
害
者
基
本
計
画
策
定
の
準
備
と
し
て
、

22
年
度
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
予
定
。

第
１
期
計
画
の
基
本
理
念
を
ふ
ま
え
、
地
域

で
暮
ら
す
社
会
実
現
を
め
ざ
し
、
国
の
障
害

者
施
設
と
整
合
を
と
り
計
画
を
策
定
す
る
。

●
要
望　

本
当
に
障
害
者
の
方
々
が
自
立
で

き
る
計
画
を
策
定
し
て
も
ら
い
た
い
。

●
質
疑　

道
の
駅
に
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有
記
念

館
の
考
え
は
。

●
市
長　

道
の
駅
で
記
念
館
を
と
い
う
形
で

既
に
申
し
入
れ
を
受
け
て
お
り
、
現
在
検
討

し
て
い
る
。
後
援
会
の
事
務
局
で
あ
る
当
市

商
工
会
に
相
談
を
し
、
で
き
る
限
り
本
人
の

意
向
を
尊
重
し
て
、
生
ま
れ
育
っ
た
本
市
の

中
で
施
設
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

●
要
望　

ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有
記
念
館
は
大
事

だ
と
思
う
。
是
非
、
人
が
集
ま
る
道
の
駅
に

建
設
し
て
も
ら
い
た
い
。

●
質
疑　

健
康
、
賑
わ
い
、
教
育
、
笑
顔
、

人
材
の
ま
ち
を
つ
く
る
な
ら
、
地
域
の
祭
り

も
考
え
ら
れ
る
。
祭
り
は
子
供
に
元
気
や
笑

顔
を
も
た
ら
す
。
ま
た
、
祭
り
を
通
じ
て
道

徳
も
教
わ
る
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
人
材
を
生

む
の
で
は
。
さ
ら
に
、
人
が
集
ま
り
賑
わ
い

も
出
る
と
思
う
。
伝
統
あ
る
だ
ん
じ
り
や
大

津
神
社
な
ど
の
祭
り
に
対
し
て
の
考
え
は
。

●
市
長　

私
個
人
と
し
て
伝
統
を
引
き
継
ぐ

こ
と
は
大
変
良
い
と
思
っ
て
い
る
。
市
と
し

て
は
伝
統
を
引
き
継
ぐ
事
に
対
す
る
側
面
か

ら
の
支
援
は
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
伝
統

あ
る
祭
り
で
あ
る
だ
ん
じ
り
や
大
津
神
社
の

地
域
祭
り
で
町
が
賑
わ
う
よ
う
前
向
き
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

2
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笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

　

施
政
方
針
の

基
本
に
つ
い
て

●
質
疑　

世
界

的
な
経
済
危
機

の
中
、
貧
困
と

格
差
は
ま
す
ま

す
拡
大
し
て
い
る
。
羽
曳
野
市
で
も
家
計
収

入
が
落
ち
込
み
、
市
民
の
暮
ら
し
は
大
変
深

刻
で
危
機
的
状
況
に
な
っ
て
い
る
が
、
施
政

方
針
で
は
そ
の
こ
と
へ
の
視
点
が
見
当
た
ら

ず
、
認
識
も
う
か
が
え
な
い
。
①
市
民
の
生

活
実
態
へ
の
認
識
は
。
②
市
長
の
掲
げ
る
安

心
や
健
康
、
笑
顔
は
「
住
民
の
安
全
、
健
康
、

福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
自
治
体

本
来
の
役
割
を
果
た
し
て
こ
そ
生
ま
れ
る
と

考
え
る
が
お
考
え
は
。

●
市
長　

①
実
質
的
な
景
気
の
動
向
や
経
済

状
況
が
伴
わ
ず
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
く

と
認
識
し
、
各
家
庭
に
か
な
り
影
響
が
出
て

き
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。
市
民
生
活
は

直
接
自
分
で
確
認
す
る
の
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
る
。
②
住
民
の
福
祉
の
増
進
は
市
町
村

の
重
要
な
役
割
と
認
識
し
、
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

国
や
府
に
対
す
る
姿
勢
つ
い
て

●
質
疑　

自
公
政
権
に
よ
り
毎
年
社
会
保
障

費
が
削
ら
れ
、
医
療
や
介
護
、
福
祉
制
度
が

大
き
く
傷
つ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
鳩
山
首

相
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や
障
害
者
自
立

支
援
法
の
廃
止
を
先
送
り
す
る
一
方
、
自
公

政
権
と
同
じ
く
、
軍
事
費
と
大
企
業
・
大
資

産
家
へ
の
優
遇
税
制
に
は
メ
ス
が
入
れ
ら
れ

て
い
な
い
。
大
阪
府
の
橋
下
知
事
も
教
育
、

福
祉
、
文
化
予
算
を
大
幅
に
削
減
し
、
府
営

住
宅
の
家
賃
の
値
上
げ
、
私
学
助
成
打
ち
切

り
、
医
療
費
助
成
や
街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
の

補
助
金
を
縮
小
し
、
府
営
古
市
住
宅
の
建
て

か
え
も
先
送
り
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
、

ム
ダ
な
大
型
公
共
事
業
は
進
め
て
い
る
。
政

治
の
担
い
手
が
変
わ
っ
て
も
、
国
や
府
は
住

民
の
願
い
に
背
く
政
治
を
す
す
め
て
い
る
。

市
民
の
生
活
が
深
刻
な
中
、
国
や
府
の
悪
政

を
市
政
へ
持
ち
込
ま
ず
、
き
っ
ぱ
り
と
対
決

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●
市
長　

国
に
お
い
て
は
、
施
策
の
見
直
し

が
す
す
め
ら
れ
、
府
も
大
阪
を
輝
か
せ
、
未

来
を
つ
く
る
と
取
り
組
ん
で
い
る
。
国
や
府

の
動
き
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、
市
政
運
営
を

行
っ
て
い
く
。

市
財
政
に
つ
い
て

●
質
疑　
「
黒
字
財
政
を
維
持
し
て
い
る
が
、

赤
字
財
政
か
ら
脱
却
し
た
と
は
言
え
ず
、
こ

の
ま
ま
で
は
赤
字
財
政
へ
の
転
落
も
危
惧
さ

れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
連
続
の
黒

字
決
算
の
上
、
健
全
化
判
断
基
準
も
4
指
標

す
べ
て
範
囲
内
に
収
ま
っ
て
い
る
。
①
財
政

は
厳
し
い
が
、
今
す
ぐ
赤
字
財
政
へ
転
落
す

る
状
況
で
は
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
②

こ
の
間
黒
字
に
転
じ
た
の
は
財
政
健
全
化
の

も
と
人
件
費
を
削
り
、
住
民
負
担
増
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
徹
底
し
て
ム
ダ
を

削
る
こ
と
な
ど
で
財
源
を
作
り
出
す
努
力
が

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
に
ま
ず
取
り
組

む
べ
き
だ
が
考
え
は
。

③
正
規
職
員
が
削
減
さ
れ
、
非
正
規
職
員
が

大
量
に
任
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
以
上
の
削

減
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
さ
ら
な
る
職

員
の
労
働
強
化
に
つ
な
が
る
。
職
員
の
待
遇

改
善
と
と
も
に
、
正
規
職
員
化
を
目
指
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●
市
長　

①
平
成
18
年
度
決
算
か
ら
黒
字
決

算
を
維
持
し
て
お
り
、
健
全
化
の
4
基
準
も

早
期
健
全
化
基
準
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
財

政
を
取
り
巻
く
状
況
は
楽
観
視
で
き
な
い
。

②
効
率
的
な
無
理
・
ム
ダ
・
む
ら
を
省
く

こ
と
が
第
一
番
で
あ
る
。
事
業
費
の
削
減
は

個
々
に
削
減
を
検
討
す
る
。
応
分
の
負
担
に

つ
い
て
は
事
業
内
容
や
法
令
に
照
ら
し
、
公

平
性
を
し
ん
し
ゃ
く
し
て
求
め
て
い
く
こ
と

を
検
討
し
て
い
く
。
③
個
々
の
職
員
の
能
力

を
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
を
整
え
、
少
数
精

鋭
の
行
財
政
運
営
を
進
め
て
い
く
。

市
民
要
望
実
現
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

●
質
疑　

党
議
員
団
は
毎
年
市
民
の
願
い
を

ま
と
め
た
予
算
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る

が
、
来
年
度
予
算
や
施
策
を
み
て
も
切
実
な

市
民
の
願
い
が
十
分
反
映
し
た
も
の
に
な
っ

て
い
な
い
が
ど
う
か
。

●
市
長　

市
民
ニ
ー
ズ
を
種
々
の
角
度
か
ら

意
見
を
聴
取
し
分
析
・
検
討
し
、
政
策
決
定

に
反
映
し
て
い
る
。

公
正
で
民
主
的
な
市
政
運
営
に
つ
い
て

●
質
疑　

①
駒
ヶ
谷
保
育
園
廃
園
や
古
市
図

書
館
の
休
館
な
ど
、
施
策
や
計
画
に
つ
い
て

市
長
の
思
い
つ
き
と
独
断
専
行
で
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
駒
ヶ
谷
保

育
園
の
廃
園
中
止
や
図
書
館
の
再
開
、
コ
ロ

セ
ア
ム
の
駐
車
場
3
時
間
無
料
な
ど
市
民
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
市
民
の
声
に
耳

を
傾
け
た
り
、
職
員
の
英
知
を
集
め
て
進
め

て
い
る
と
は
思
え
な
い
が
考
え
は
。
②
公
有

財
産
を
め
ぐ
る
裁
判
は
住
民
の
勝
訴
で
あ
っ

た
が
、
市
民
が
問
う
た
市
の
政
治
的
、
道
義

的
な
責
任
に
つ
い
て
良
識
あ
る
答
弁
と
、
判

決
に
基
づ
い
て
ど
の
よ
う
な
実
行
が
さ
れ
た

の
か
お
聞
き
す
る
。

●
市
長　

①
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
つ
い
て
、

独
断
で
決
定
す
る
こ
と
な
く
、
常
に
職
員
や

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
総
合
的
に

判
断
し
て
私
自
身
が
決
定
し
て
い
る
。
独
断

専
行
と
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。
②
裁
判
で
決

定
さ
れ
た
こ
と
は
法
令
遵
守
し
、
正
し
く
運

営
し
て
い
く
。
損
害
賠
償
金
は
す
べ
て
財
産

区
特
別
会
計
に
納
入
さ
れ
て
い
る
。
水
路

の
明
け
渡
し
は
さ
れ
た
が
、
地
元
の
総
意
、

要
望
で
問
題
も
な
い
の
で
使
用
許
可
し
た
。

●
意
見
・
要
望　

施
政
方
針
の
基
本
は
、
今

の
市
民
の
厳
し
い
生
活
に
心
を
寄
せ
る
こ

と
で
あ
り
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
の
っ
と

り
、
市
民
の
願
う
施
策
を
す
す
め
る
立
場
に

た
っ
て
す
す
め
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

財
政
で
は
黒
字
を
つ
く
り
出
す
こ
と
を
優

先
す
る
財
政
再
建
で
は
、
施
政
方
針
に
掲
げ

る
「
に
ぎ
わ
い
・
笑
顔
・
誇
れ
る
は
び
き
の
」

は
つ
く
り
出
せ
な
い
。
財
政
が
厳
し
い
と

い
う
の
な
ら
、
不
要
や
ム
ダ
を
き
っ
ぱ
り

削
る
こ
と
、
応
分
の
負
担
を
求
め
財
源
を

作
り
出
す
こ
と
に
踏
み
出
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
は
駒
ヶ
谷
地
域
の
活
性
化
と

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
地
域
の

方
々
が
望
ん
で
い
る
中
で
、
保
育
園
の
充
実

や
若
い
人
が
住
み
続
け
た
い
と
願
う
ま
ち

づ
く
り
こ
そ
が
笑
顔
や
活
気
を
生
み
出
す
。

こ
の
こ
と
は
羽
曳
野
全
体
の
ま
ち
づ
く
り

に
共
通
す
る
。
し
か
し
今
は
市
長
の
思
い
と

決
断
が
先
行
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

今
後
市
民
の
要
望
は
、
直
接
そ
の
声
を
聞

き
、
生
か
し
た
施
策
展
開
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
強
く
要
望
す
る
。
最
後
に
市
民
が
勝
訴

し
た
裁
判
で
市
民
が
問
う
た
よ
う
に
、
一
部

の
人
の
利
益
を
守
る
市
政
を
き
っ
ぱ
り
断

ち
切
り
、
そ
れ
を
許
さ
な
い
立
場
に
た
ち
、

公
正
で
住
民
本
位
の
市
政
運
営
を
進
め
る

こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。
損
害
賠
償
金
は
、

財
産
区
財
産
管
理
者
と
し
て
、
住
民
の
意

向
を
十
分
反
映
さ
せ
る
も
の
に
し
、
市
民

の
た
め
に
使
わ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

3
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乙
宗
孝
衞
（
新
生
は
び
き
の
）

１
．「
安
全
・
安
心
、

快
適
で
住
み
や
す

い
ま
ち
」

●
質
疑　

消
防
団

の
な
い
地
域
に
お

け
る
防
災
力
の
向

上
の
考
え
方
は
。

●
市
長　

校
区
ご
と
の
防
災
訓
練
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
る
。

●
質
疑　

古
市
駅
前
（
東
地
区
）
暫
定
整
備

構
想
に
つ
い
て
。

●
市
長　

都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
合
わ
せ

て
、
駅
前
広
場
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
が
、

昨
今
の
経
済
状
況
で
は
困
難
な
状
況
。
一
方

で
、
地
域
の
活
性
化
は
急
務
。
市
有
地
（
駐

輪
場
跡
地
）
の
有
効
活
用
を
図
る
。

●
質
疑　

近
鉄
と
市
有
地
の
間
の
民
有
地
の

取
得
に
つ
い
て
。

●
市
長　

必
要
で
す
。
ま
た
、
市
有
地
か
ら

も
う
少
し
東
ま
で
も
ほ
し
い
が
、
手
を
出
せ

な
い
非
常
に
厳
し
い
状
況
。

●
要
望　

民
有
地
は
計
画
の
要
、
ぜ
ひ
取
得

を
希
望
す
る
。

●
質
疑　

古
市
周
辺
の
公
共
施
設
の
統
廃
合

に
つ
い
て　

●
市
長　

古
市
図
書
館
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
今
後
の
施

設
の
あ
り
方
を
十
分
検
証
し
、
多
様
な
機
能

を
持
っ
た
複
合
館
の
整
備
も
視
野
に
、
利
用

し
や
す
い
施
設
に
す
る
。

●
質
疑　

古
市
の
街
中
を
通
っ
て
い
る
国
道

１
６
６
号
線
に
対
す
る
考
え
方
は
。

●
市
長　

拡
幅
に
つ
い
て
は
手
を
出
せ
な
い

が
、
拡
幅
し
た
い
想
い
は
あ
る
。

●
質
疑　

国
道
旧
１
７
０
号
線
の
白
鳥
交
差

点
か
ら
白
鳥
北
交
差
点
間
の
歩
道
に
つ
い

て
、　

も
と
も
と
古
市
駅
西
側
は
駅
前
再
開

発
を
す
る
と
き
に
一
緒
に
整
備
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
放
置
さ
れ
て
き
た
。
暫
定
整
備
で

駐
車
場
が
で
き
た
の
で
、
早
く
整
備
し
て
ほ

し
い
が
、
考
え
は
。

●
市
長　

こ
の
道
路
の
所
轄
は
府
で
、
歩
道

整
備
も
含
め
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
促
進
。

現
地
調
査
の
上
、
可
能
と
判
断
さ
れ
た
箇
所

に
つ
い
て
、
段
差
解
消
工
事
な
ど
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
府
よ
り
回
答
。
さ
ら
に

積
極
的
に
府
に
働
き
か
け
を
す
る
。

●
要
望　

ご
り
押
し
を
し
て
で
も
、
急
い
で

工
事
に
か
か
っ
て
ほ
し
い
。

●
質
疑　

古
市
の
開
発
に
は
近
鉄
と
の
話
が

で
き
る
人
が
ほ
し
い
。
最
適
は
北
川
市
長
し

か
い
な
い
。
市
長
に
頭
を
下
げ
て
も
ら
い
た

い
。12
万
の
羽
曳
野
市
民
に
プ
ラ
ス
に
な
る
。

●
市
長　

積
極
的
に
市
長
と
し
て
出
番
を
作

る
。

●
質
疑　

府
営
古
市
住
宅
建
て
か
え
に
伴
う

周
辺
整
備
で
、
雨
水
排
水
と
古
市
ま
で
の
ア

ク
セ
ス
道
路
に
つ
い
て

●
市
長　

浸
水
対
策
は
府
と
協
議
し
て
い

る
。
ア
ク
セ
ス
と
し
て
都
市
計
画
道
路
が
あ

る
が
手
法
的
に
も
、
整
備
上
も
困
難
な
と
こ

ろ
が
、
数
箇
所
あ
る
。
意
識
を
し
て
整
備
し

た
い
。

●
質
疑　

道
の
駅
周
辺
の
交
通
渋
滞
対
策
に

つ
い
て

●
市
長　

渋
滞
対
策
と
し
て
、
南
阪
奈
側
道

の
４
車
線
化
を
要
望
し
て
い
る
。
庁
内
関
係

各
部
と
府
と
の
間
で
連
絡
会
議
を
設
置
し
、

協
議
・
要
望
を
重
ね
、
警
察
と
も
協
議
中
。

●
要
望　

Ｊ
Ａ
さ
ん
の
東
隣
の
駐
車
場
を
立

体
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
渋
滞
緩
和
を
図

る
し
か
な
い
。

●
質
疑　

公
共
下
水
道
の
今
後
の
汚
水
整
備

に
つ
い
て

●
市
長　

21
年
度
末
で
汚
水
整
備
率
は
約

75
％
を
超
え
る
。
22
年
度
は
17

 

ha
予
定
。
整

備
率
１
％
を
確
保
す
る
。

●
要
望　

公
共
下
水
道
を
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

中
に
入
れ
る
（
他
人
地
を
通
れ
る
可
能
性
）

方
策
を
研
究
し
て
ほ
し
い
。

２
．「
健
康
で
生
き
生
き
暮
ら
せ
る
や
さ
し

い
ま
ち
」（
小
児
救
急
医
療
体
制
と
周
産
期

医
療
体
制
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
）

●
要
望　

他
の
代
表
質
疑
で
答
え
が
あ
っ
た

の
で
答
弁
は
必
要
な
い
が
、
力
を
入
れ
て
ほ

し
い
。

３
．「
次
代
を
担
う
子
ど
も
を
育
む
ま
ち
」

●
質
疑　

埴
生
小
学
校
、
羽
曳
野
中
学
校
の

一
貫
教
育
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

●
市
長　

小
・
中
の
教
職
員
が
交
流
す
る
中

で
、
大
き
な
成
果
。
手
始
め
に
埴
生
校
区
に

取
り
組
み
、
羽
曳
野
中
学
校
に
幼
稚
園
を
建

設
し
、
小
学
校
も
中
学
校
内
に
整
備
で
き
れ

ば
。
地
元
に
協
力
要
請
す
る
。
そ
の
後
、
残

っ
た
空
間
を
整
備
し
て
、
新
し
く
利
用
し
た

い
。

●
質
疑　

市
立
幼
稚
園
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て

●
市
長　

預
か
り
保
育
を
駒
ヶ
谷
幼
稚
園
で

実
施
し
て
検
証
す
る
。
早
急
に
手
立
て
が
必

要
な
施
設
が
あ
る
が
、
計
画
的
に
機
運
を
醸

成
し
、
早
期
に
実
施
し
た
い
。

●
質
疑　

幼
保
一
元
化
に
つ
い
て

●
市
長　

21
年
度
は
保
育
園
の
保
育
士
、
幼

稚
園
の
教
諭
が
そ
れ
ぞ
れ
出
向
い
て
研
修
。

22
年
度
は
園
児
の
交
流
を
し
た
い
。
就
学
前

の
半
年
か
一
年
、
幼
・
保
の
園
児
が
共
通
し

た
も
の
を
学
べ
る
よ
う
に
し
た
い
。

４
．「
魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
拓
く
活
力
あ

る
ま
ち
」

●
質
疑　

羽
曳
野
市
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
に

つ
い
て

①
新
し
く
開
発
さ
れ
る
開
発
業
者
の
コ
ン
ペ

が
締
め
切
ら
れ
、
事
業
主
体
が
民
間
の
業
者

に
移
っ
た
の
で
、
十
分
な
話
し
合
い
の
場
を

作
っ
て
ほ
し
い
が
、
考
え
は
。
②
住
宅
開
発

に
よ
っ
て
増
設
さ
れ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
場
の
採
算
に
つ
い
て
③
子
供
た
ち
の
遊
び

場
が
ほ
し
い
が
。

●
市
長　

①
大
和
ハ
ウ
ス
、
住
友
林
業
、
ミ

サ
ワ
ホ
ー
ム
の
企
業
連
合
体
が
選
ば
れ
た
。

当
初
計
画
よ
り
戸
数
は
減
る
。
良
好
な
住
宅

が
建
設
さ
れ
れ
ば
よ
い
。
②
③
８
ホ
ー
ル
増

設
に
よ
り
、
採
算
は
非
常
に
厳
し
く
な
る
が
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
高
齢
者
と
子
供
た

ち
と
交
流
の
場
と
し
て
、
夏
に
水
遊
び
の
で

き
る
空
間
づ
く
り
を
す
る
。

●
質
疑　

駒
ヶ
谷
駅
前
整
備
に
伴
う
国
道

１
６
６
号
線
、
河
原
城
駒
ヶ
谷
線
の
整
備
に

つ
い
て

●
市
長　

古
市
か
ら
徒
歩
又
は
電
車
で
来
て

広
場
を
利
用
し
て
も
ら
う
。
河
原
城
駒
ヶ
谷

線
と
近
鉄
と
の
立
体
化
や
石
川
を
越
え
る
の

は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
。

●
質
疑　

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界
遺

産
登
録
に
向
け
て
の
竹
内
街
道
の
役
割
に
つ

い
て

●
市
長　

積
極
的
に
今
後
は
動
く
必
要
が
あ

る
が
、
登
録
あ
り
き
で
動
く
の
で
は
な
く
、

そ
の
過
程
を
大
事
に
し
た
い
。
竹
内
街
道
を

見
直
す
そ
ん
な
機
運
を
醸
成
し
た
い
。

５
．「
信
頼
に
基
づ
く
市
民
と
と
も
に
つ
く

る
ま
ち
」

●
質
疑　

職
員
の
採
用
時
と
そ
の
後
の
モ
ラ

ル
の
向
上
に
つ
い
て

●
市
長　

公
務
員
と
し
て
し
っ
か
り
と
し
た

考
え
を
持
て
る
よ
う
な
研
修
を
か
さ
ね
る
。

●
質
疑　

平
成
22
年
度
施
政
方
針
の
中
で
自

信
作
は
何
か
。
ま
た
、
そ
の
想
い
は
。

●
市
長　

子
供
た
ち
に
対
す
る
施
策
を
最
優

先
。
特
に
埴
生
校
区
で
幼
小
中
一
貫
教
育
、

一
貫
校
を
実
現
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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秋
田
栄
一
（
公
明
党
）

●
質
疑　

本
年
も

厳
し
い
経
済
情
勢

が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
多
様

化
す
る
市
民
要
望

に
ど
う
こ
た
え
て
い
く
か
、
我
々
の
使
命
の

大
き
さ
を
痛
感
す
る
。
そ
こ
で
、
日
ご
ろ
接

し
て
い
る
市
民
の
要
望
や
質
問
を
中
心
に
施

政
方
針
で
示
さ
れ
た
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
に

沿
っ
て
、
９
点
に
絞
っ
て
質
問
す
る
。

　

古
市
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
つ
い
て
。

古
市
駅
舎
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
と
バ
リ

ア
フ
リ
ー
事
業
に
つ
い
て
、
全
員
協
議
会
で

説
明
を
受
け
、
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
市
長

の
構
想
は
。

●
市
長　

古
市
駅
は
当
市
の
玄
関
口
で
も
あ

り
、
顔
で
も
あ
る
。
早
急
に
そ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
市
有
地
を

活
用
し
、
国
道
の
拡
幅
も
兼
ね
て
、
に
ぎ
わ

い
と
交
流
づ
く
り
の
場
を
つ
く
り
た
い
。
ま

た
、
古
市
周
辺
の
公
共
施
設
を
利
用
し
や
す

い
形
で
統
合
し
て
い
き
た
い
。

●
質
疑　

府
営
古
市
住
宅
の
建
て
か
え
に
つ

い
て

●
市
長　

早
期
の
事
業
化
及
び
下
開
保
育
園

の
建
て
か
え
の
実
施
及
び
周
辺
地
区
を
含
む

浸
水
対
策
に
つ
い
て
、
府
に
対
し
て
強
く
要

望
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
工
事
用
進
入

路
と
し
て
も
使
わ
れ
る
ア
ク
セ
ス
道
路
の
市

道
整
備
に
全
力
を
尽
く
す
。

●
質
疑　

峰
塚
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

●
市
長　

峰
塚
公
園
は
防
災
の
拠
点
と
も
な

り
、
市
民
の
憩
い
の
場
で
も
あ
り
、
ま
た
、

子
供
た
ち
が
歴
史
を
学
ぶ
学
習
の
場
で
も
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
夢
の
あ
ふ
れ
た
公
園
に
整

備
し
て
い
き
た
い
。

●
質
疑　

救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て

●
市
長　

救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
南

河
内
エ
リ
ア
に
お
い
て
平
成
21
年
４
月
よ
り

病
院
の
輪
番
制
に
よ
り
初
期
救
急
、
２
次
救

急
体
制
の
運
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

２
次
救
急
も
担
う
特
定
の
病
院
が
重
症
患
者

の
適
切
な
医
療
確
保
が
で
き
る
よ
う
初
期
救

急
医
療
体
制
の
整
備
を
行
い
、
軽
症
の
患
者

が
集
中
し
な
い
た
め
の
患
者
受
け
入
れ
シ
ス

テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

本
市
に
お
け
る
休
日
急
病
診
療
事
業
や
南
河

内
北
部
の
広
域
小
児
急
病
診
療
所
事
業
に
つ

い
て
は
、
昨
年
か
ら
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
増
加
に
伴
っ
て
安
定
し
た
受
診
体
制
の

確
保
を
す
る
た
め
、
３
師
会
や
大
学
病
院
等

の
協
力
を
得
て
、
２
診
体
制
の
実
施
を
す
る

な
ど
、
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
き
た
。
さ
ら

に
将
来
こ
れ
ら
の
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
検
討
や
医
療
体
制
の
確
保
に
向
け
た
広
域

化
の
検
討
も
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

●
要
望　

本
市
で
行
わ
れ
て
い
る
土
曜
、
休

日
、
夜
間
診
療
の
小
児
急
病
診
療
事
業
が
開

設
さ
れ
大
変
好
評
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
来
は
24
時
間
3
6
5
日
体
制
の
小
児
救
急

医
療
体
制
を
目
指
す
べ
き
で
あ
り
、
よ
り
大

き
な
広
域
で
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

●
質
疑　

介
護
保
険
事
業
の
基
盤
整
備
の
促

進
に
つ
い
て

●
市
長　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
等
に

つ
い
て
は
、
平
成
21
年
３
月
に
策
定
し
た
第

４
期
高
年
者
い
き
い
き
計
画
の
も
と
に
進
め

て
い
る
。
平
成
22
年
度
か
ら
23
年
度
に
か
け

て
は
、
定
員
58
名
の
老
人
保
健
施
設
を
１
カ

所
、
定
員
29
名
の
小
規
模
特
養
を
２
カ
所
、

定
員
18
名
の
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
３
カ
所
、
登
録
定
員
25
名
の
小
規
模
多
機

能
型
の
施
設
２
カ
所
を
整
備
す
る
予
定
で
あ

る
。
今
後
、
超
高
齢
社
会
を
見
据
え
て
、
高

齢
者
が
尊
厳
を
持
っ
て
自
立
を
し
て
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
、
円
滑
で
適
正
な
介
護
保
険

事
業
の
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、
住
み
よ
い

生
活
空
間
の
整
備
、
適
切
な
介
護
基
盤
の
整

備
に
努
め
た
い
。

●
要
望　

公
明
党
は
昨
年
11
月
に
介
護
の
総

点
検
を
実
施
し
、
要
介
護
者
や
介
護
家
族
、

介
護
事
業
者
、
介
護
従
事
者
、
行
政
な
ど
全

国
10
万
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
関
係
者
か
ら

意
見
を
聴
取
し
そ
の
集
計
、
分
析
結
果
に
基

づ
い
て
新
介
護
公
明
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し

た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
市
長
の
答
弁

に
も
あ
っ
た
地
域
密
着
型
の
在
宅
介
護
を
支

え
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
で
、

こ
の
事
業
の
普
及
推
進
が
望
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
、
昼
間
は
事
業
所
に
通
っ
て
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
緊
急
時
や
夜
間
に
希

望
す
れ
ば
訪
問
介
護
を
受
け
、
家
族
が
介
護

で
き
な
い
時
に
は
、
事
業
所
に
宿
泊
し
て
介

護
を
受
け
る
と
い
う
３
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
う

ま
く
組
み
合
わ
せ
て
、
自
宅
に
い
な
が
ら
24

時
間
3
6
5
日
体
制
で
支
援
を
受
け
る
も
の

で
あ
る
。
今
ま
で
の
制
度
と
の
根
本
的
な
違

い
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
で
定
め
ら
れ
た
利
用
枠

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
利
用
者
の
状
況

に
応
じ
て
希
望
ど
お
り
対
応
で
き
る
利
用
方

法
に
あ
る
。
住
み
な
れ
た
場
所
で
の
安
心
し

た
介
護
と
経
済
的
に
も
非
常
に
安
く
利
用
で

き
る
制
度
で
、
今
後
こ
の
事
業
の
推
進
を
要

望
す
る
。

●
質
疑　

保
育
行
政
に
つ
い
て

●
市
長　

公
立
保
育
園
の
あ
り
方
、
特
色
の

あ
る
保
育
園
の
方
向
な
ど
、
今
後
の
保
育
園

運
営
等
の
あ
り
方
と
し
て
具
体
的
に
方
向
性

を
策
定
す
る
た
め
に
、
平
成
22
年
度
以
降
に

庁
内
で
の
調
査
研
究
を
踏
ま
え
て
、
学
識
経

験
者
、
保
育
専
門
職
、
保
育
関
係
機
関
、
市

民
の
代
表
な
ど
で
構
成
し
た
第
三
者
の
機
関

を
設
け
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

幼
稚
園
に
つ
い
て
も
、
一
定
の
考
え
方
を
も

っ
て
整
理
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
平
成
22
年

度
か
ら
実
施
す
る
駒
ヶ
谷
幼
稚
園
で
の
預
か

り
保
育
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
保
育
園
そ

し
て
幼
稚
園
の
持
つ
役
割
、
機
能
を
改
め
て

見
直
し
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
推
進
す
る
。

●
質
疑　

放
課
後
や
週
末
等
の
子
供
た
ち
の

居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

●
市
長　

国
や
府
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
制
度

や
事
業
が
あ
る
た
め
、
子
供
た
ち
の
保
護
者
、

地
域
の
方
々
に
わ
か
り
に
く
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
今

後
、
国
や
府
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
子
供
た

ち
に
と
っ
て
望
ま
し
い
事
業
へ
と
検
討
す

る
。

●
質
疑　

駒
ヶ
谷
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
構
想

に
つ
い
て

●
市
長　

地
場
産
業
で
あ
る
ブ
ド
ウ
や
豊
か

な
自
然
、
歴
史
資
源
な
ど
を
生
か
し
た
形
で

の
整
備
を
考
え
て
お
り
、
平
成
22
年
度
は
駅

周
辺
（
約
2
千
坪
）
整
備
の
実
施
設
計
を
、

ま
た
、
観
光
農
園
を
実
施
し
た
い
。

●
質
疑　

信
頼
に
基
づ
く
市
民
と
と
も
に
つ

く
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
か
ら
、
市
民
公
益

活
動
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

●
市
長　

行
政
が
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
市

民
や
市
民
公
益
活
動
団
体
と
協
働
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
重
要
な
施
策
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、そ
の
拠
点
と
し
て
（
仮

称
）
羽
曳
野
市
民
公
益
活
動
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
。

●
要
望　

地
域
住
民
の
生
き
た
声
を
市
政
に

生
か
し
て
、
地
域
住
民
が
本
当
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
羽
曳
野
市
を
目
指
し
て
、

し
っ
か
り
と
地
域
住
民
と
連
携
の
と
れ
た
市

政
運
営
を
心
か
ら
要
望
す
る
。
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林
　
義

和
（
は
び
き
の
自
由
ク
ラ
ブ
）

 

１
．
市
長
の
政

治
姿
勢
に
つ
い
て

●
質
疑
①
「
子
ど

も
手
当
に
つ
い

て
」
約
23
億
4
千 

万
円
と
大
き
な
予

算
が
組
ま
れ
て
い

る
が
、
７
割
前
後
の
人
が
反
対
だ
と
の
調
査

結
果
も
あ
り
、
そ
れ
よ
り
子
供
を
安
心
し
て

育
て
ら
れ
る
よ
う
な
施
設
整
備
を
図
る
べ
き

だ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

●
市
長　

タ
イ
ム
リ
ー
な
施
策
で
は
あ
る
が
、

景
気
対
策
と
か
い
っ
た
性
格
の
も
の
と
し
、

実
施
後
、
一
定
回
復
す
れ
ば
終
了
し
、
持
続

可
能
な
子
供
に
対
す
る
施
策
は
、
別
に
つ
く

る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

●
質
疑　

②
「
新
た
な
財
政
健
全
化
計
画
に

お
け
る
生
活
保
護
費
に
つ
い
て
」
生
活
保
護

費
を
含
む
民
生
費
は
、
17
年
度
一
般
会
計

予
算
の
37
・
5
％
で
、
市
税
1
2
3
億
円

で
あ
っ
た
も
の
が
22
年
度
で
は
、
市
税
約

1
2
5
億
2
千
万
円
に
対
し
、
民
生
費
は

1
6
7
億
5
千
万
円
と
激
増
し
、
市
税
を
は

る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
生
活
保
護
を
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
中
に
は
働
か
ず
、

昼
間
か
ら
酒
を
飲
み
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で

入
退
院
を
繰
り
返
す
方
も
い
る
。
医
療
費
も

す
べ
て
税
金
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
使
途
の
明

細
を
提
出
願
い
、
生
活
実
態
を
把
握
す
る
こ

と
で
、
自
立
を
促
す
制
度
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

●
市
長　

先
般
報
道
さ
れ
た
大
阪
市
な
ど
の

先
進
事
例
の
研
究
・
検
討
を
行
い
、
本
市
に

見
合
っ
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

現
在
当
市
で
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
生
活

保
護
世
帯
の
生
活
実
態
の
把
握
に
努
め
、
生

活
指
導
等
も
行
っ
て
い
る
。
就
労
支
援
員
増

員
な
ど
、
体
制
も
充
実
さ
せ
、
積
極
的
に
就

労
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

●
要
望　

働
か
ず
に
生
活
保
護
費
を
受
給
さ

れ
る
一
部
の
人
の
た
め
に
、
他
の
人
の
就
労

意
欲
を
そ
ぎ
か
ね
な
い
。
正
直
者
が
ば
か
を

見
る
こ
と
の
な
い
公
平
、
公
正
な
制
度
と
な

る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

２
．
広
域
行
政
、
広
域
連
携
に
つ
い
て

●
質
疑　

①
「
清
掃
組
合
に
つ
い
て
」
ご
み

の
焼
却
を
松
原
市
は
大
阪
市
に
委
託
さ
れ
て

い
る
が
、
柏
羽
藤
環
境
事
業
組
合
を
松
原
市

と
４
市
で
実
施
す
る
こ
と
で
、
市
民
負
担
を

軽
減
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

●
市
長　

実
態
調
査
で
は
、
炉
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
支
障
が
生
じ
、
４
市
分
の
ご
み
焼
却

に
は
、
能
力
的
に
非
常
に
厳
し
い
面
が
あ
る
。

た
だ
、
南
河
内
は
い
ず
れ
一
つ
で
広
域
的
に

運
営
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
も
考
え
て
お
り
、

実
現
化
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

●
質
疑　

②
「
行
政
委
員
会
に
つ
い
て
」
農

業
委
員
会
は
、
現
在
農
地
も
相
当
数
減
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
農
協
が
南
河
内
地
域
で
一

本
化
さ
れ
た
ご
と
く
、
同
様
に
南
河
内
で
一

本
化
で
き
な
い
か
。

●
市
長　

各
市
町
村
間
で
は
、
相
当
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
そ
の
役
割
が
非
常
に
多
い
と
こ

ろ
も
あ
り
、
う
ま
く
か
み
合
う
か
ど
う
か
疑

問
も
あ
る
が
、
そ
の
点
調
査
し
た
い
。

３
．
安
心
・
安
全
、
快
適
で
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

●
質
疑　

①
「
校
区
連
絡
協
議
会
の
設
立
に

つ
い
て
」
各
校
区
に
福
祉
委
員
会
や
青
少
年

健
全
育
成
会
等
種
々
団
体
が
あ
る
が
、
催
事

の
際
の
出
席
者
が
区
長
や
婦
人
会
の
役
員
の

方
等
、
同
じ
方
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
校
区

内
一
つ
の
会
に
整
理
で
き
な
い
か
。

●
市
長　

７
地
区
の
地
区
長
さ
ん
に
よ
る
連

合
区
長
会
で
、
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
質
疑　

②
「
防
災
対
策
に
つ
い
て
」
初
動

体
制
を
担
っ
て
い
た
だ
く
地
域
の
方
々
に
災

害
時
、
優
先
的
に
救
助
す
べ
き
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
方
等
の
情
報
を
、
人
権
や
個
人
情

報
等
の
関
係
か
ら
提
供
で
き
な
け
れ
ば
、
所

期
の
目
的
が
達
成
で
き
な
い
と
懸
念
さ
れ
て

い
る
が
ど
う
か
。

●
市
長　

大
阪
府
災
害
時
要
援
護
者
支
援
プ

ラ
ン
指
針
を
受
け
、
現
在
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
つ
き
関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
て

い
る
。
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
体
制
、

情
報
伝
達
、
安
否
確
認
、
避
難
誘
導
等
に
関

す
る
制
度
の
構
築
を
現
在
考
え
て
い
る
。

●
質
疑　

③
「
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
に
つ
い

て
」
国
の
補
助
に
加
え
、
市
も
負
担
す
る
こ

と
で
、
市
民
の
方
に
Ｃ
Ｏ
２

削
減
意
識
を
持

っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
。

●
市
長　

民
間
住
宅
へ
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
検
討
、
研
究
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

４
．
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

●
質
疑　

医
療
圏
の
違
い
も
あ
る
も
の
の
、

柏
羽
藤
と
松
原
市
の
４
市
で
、
民
間
病
院
で

は
経
営
上
厳
し
い
小
児
科
と
産
婦
人
科
を
中

心
と
し
た
一
部
事
務
組
合
に
よ
る
病
院
の
設

置
を
提
言
し
た
い
。

●
市
長　

病
院
経
営
は
、
非
常
に
厳
し
い
面

も
あ
り
慎
重
に
考
え
た
い
が
、
地
域
医
療
の

充
実
に
は
、
積
極
的
に
広
域
で
取
り
組
み
、

さ
ら
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

な
体
制
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
た
い
。

●
要
望　

民
間
病
院
で
は
、難
し
い
小
児
科
、

産
婦
人
科
に
特
化
し
た
病
院
を
４
市
、
５
市

の
一
部
事
務
組
合
で
設
置
す
る
こ
と
で
、
市

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
つ
な
が
る
も

の
だ
と
確
信
し
て
お
り
、
強
く
要
望
し
て
お

き
た
い
。

５
．
次
代
を
担
う
子
ど
も
を
育
む
ま
ち
に
つ

い
て

●
質
疑　
「
幼
保
一
元
化
の
考
え
方
に
つ
い

て
」
厚
生
労
働
省
と
文
部
科
学
省
の
縦
割
り

行
政
の
た
め
、
な
か
な
か
前
へ
進
ま
な
い
。

認
定
こ
ど
も
園
が
出
て
き
て
い
る
も
の
の
、

余
り
進
ん
で
お
ら
ず
、
市
で
も
教
育
委
員
会

と
市
長
部
局
と
の
対
立
も
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
今
後
は
、
国
、
府
、
市
と
も
自
ら
の

領
域
を
超
え
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
現
在
公
私
立
保
育
園
が
14
園
、
公
立
幼

稚
園
14
園
あ
る
中
で
、
園
児
数
に
10
倍
も
の

差
が
あ
る
園
や
半
径
3
0
0
メ
ー
ト
ル
以
内

に
３
園
あ
る
な
ど
、
地
域
的
に
偏
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
、
各
園
舎
は
か
な
り
老
朽
化

も
し
て
い
る
。
子
育
て
や
教
育
の
質
を
低
下

さ
せ
な
い
た
め
、
幼
保
一
元
化
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
80
人
か
ら
1
0
0
人
規
模
が
、

団
体
教
育
、
保
育
を
行
う
上
で
適
正
で
は
な

い
か
。

●
市
長　

認
定
こ
ど
も
園
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
利
用
者
に
対
す
る
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
た
め
、
老
朽
園
舎
の
建
て
か
え
の

時
期
に
は
、
幼
保
一
元
化
も
必
要
と
考
え
て

い
る
。

６
．
魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
拓
く
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

●
質
疑　
「
遊
休
農
地
の
今
後
の
活
用
の
考

え
に
つ
い
て
」
南
阪
奈
道
路
全
線
側
道
が
あ

る
地
域
で
、
遊
休
農
地
の
活
用
策
と
し
て
も
、

優
良
な
企
業
を
誘
致
し
、
固
定
資
産
税
を
確

保
す
る
施
策
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

●
市
長　

積
極
的
に
企
業
の
誘
致
も
含
め
て

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

７
．
信
頼
に
基
づ
く
市
民
と
と
も
に
つ
く
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

●
質
疑　

市
の
根
幹
で
あ
る
市
税
も
含
め
、

国
保
料
や
保
育
料
な
ど
、
公
共
料
金
が
縦
割

り
行
政
で
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

課
が
滞
納
者
に
対
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。
督
促
や
徴
収
の
事
務
を
一
本
化
し
、
Ｇ

メ
ン
と
い
う
か
、
専
属
の
チ
ー
ム
を
つ
く
っ

て
は
ど
う
か
。

●
市
長　

滞
納
事
務
の
効
率
性
な
ど
も
考

え
、
市
税
や
保
険
料
な
ど
、
総
合
的
に
取
り

扱
え
る
対
策
室
、
チ
ー
ム
の
設
置
を
今
年
度

中
の
立
ち
上
げ
に
向
け
努
力
し
た
い
。

●
要
望　

厳
し
い
時
代
の
中
、
職
員
の
方
に

も
意
識
改
革
を
願
い
、
例
え
ば
庁
舎
カ
ウ
ン

タ
ー
内
の
清
掃
を
職
員
自
ら
行
い
、
業
者
委

託
費
を
半
減
さ
せ
る
こ
と
で
、
市
民
の
理
解

も
得
ら
れ
、
納
税
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
そ
の
点
な
ど
も
踏
ま
え
、
市
政

運
営
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。




